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Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
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ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
日
本
大

使
館
は
14
日
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
ー
番
号
︵
Ｓ
Ｓ

Ｎ
︶
に
関
す
る
詐
欺
の
手
口
を

公
開
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

■
﹁
Ｓ
Ｓ
Ｎ
詐
欺
﹂
対
策

︵
１
︶
詐
欺
行
為
者
は
社
会
保

障
局
そ
の
他
政
府
機
関
職
員
を

装
い
、﹁
あ
な
た
の
Ｓ
Ｓ
Ｎ
に

問
題
が
あ
る
﹂
な
ど
と
電
話
や

Ｅ
メ
ー
ル
等
で
連
絡
し
て
く

る
。
逮
捕
そ
の
他
法
的
措
置
を

取
る
と
脅
し
て
き
た
り
、
給
付

金
の
増
額
を
オ
フ
ァ
ー
し
て
き

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

︵
２
︶
通
常
、
社
会
保
障
局
が

電
話
連
絡
を
行
う
の
は
、
あ
な

た
か
ら
依
頼
が
あ
る
場
合
ま
た

は
継
続
案
件
で
あ
る
場
合
に
限

ら
れ
る
。

︵
３
︶
以
下
に
該
当
す
る
連
絡

は
詐
欺
と
疑
う
こ
と
。

・
Ｓ
Ｓ
Ｎ
や
ア
カ
ウ
ン
ト
に
問

題
が
あ
る
と
言
う

・
反
則
金
や
債
務
の
支
払
い
を

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
、
電
信
送
金
、

プ
リ
ペ
イ
ド
式
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
ま
た
は

現
金
の
郵
送
で
行
う
よ
う
求
め

る・
逮
捕
や
法
的
措
置
を
取
る
と

脅
す

︵
４
︶
社
会
保
障
局
か
ら
電
話

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
以
下

を
行
う
こ
と
は
な
い
。

・
脅
す

・
Ｓ
Ｓ
Ｎ
を
停
止
す
る

・
至
急
の
支
払
い
を
求
め
る

・
現
金
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
、
プ

リ
ペ
イ
ド
式
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
電
信
送
金
に
よ
る
支
払
い

を
求
め
る

・
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を
聞

く︵
５
︶
自
分
と
家
族
を
守
る
た

め
以
下
の
行
動
を
取
る
こ
と
。

・
疑
わ
し
い
電
話
を
受
け
取
っ

た
場
合
、
電
話
を
切
り
、
社

会
保
障
局
Ｏ
Ｉ
Ｇ
︵https://

oig.ssa.gov/

︶
に
報
告
す
る

・
不
明
の
番
号
に
折
り
返
し
電

話
し
な
い

・
大
き
な
買
い
物
や
財
政
的
な

決
定
を
行
う
前
に
信
頼
の
お
け

る
人
に
助
言
を
求
め
る

・
被
害
に
あ
っ
た
ら
恥
ず
べ
き

も
の
と
思
わ
ず
届
け
出
る

・
さ
ら
に
詳
し
く
オ
ン
ラ
イ
ン

サ

イ

ト
︵https://oig.ssa.

gov/scam
 

︶
で
学
ぶ

・
こ
の
情
報
を
他
の
人
と
も
共

有
す
る

　
　
　
　
　
　

(

５
面
に
続
く
︶

ア
ー
リ
ー
ア
メ
リ
カ
ン
な
食
器
の
宝
庫

　

全
米
の
医
療
機
関
は
、
同
じ

医
療
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
メ

デ
ィ
ケ
ア
︵
高
齢
者
・
障
害
者

向
け
公
的
医
療
保
険
制
度
︶
に

比
べ
平
均
２
・
５
倍
の
医
療
費

を
民
間
保
険
会
社
に
請
求
し
て

い
る
こ
と
が
、
米
シ
ン
ク
タ
ン

ク
、
ラ
ン
ド
研
究
所
が
18
日
に

発
表
し
た
医
療
費
調
査
に
よ
っ

て
分
か
っ
た
。

　

調
査
に
は
49
州
が
参
加
。
フ

ロ
リ
ダ
州
や
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
の
民
間
保
険
会
社
は
メ

デ
ィ
ケ
ア
適
用
に
比
べ
３
倍
の

入
院
治
療
費
を
支
払
っ
て
い

た
。

　

企
業
は
１
億
５
３
０
０
万
人

以
上
に
健
康
保
険
を
提
供
し
て

い
る
。
調
査
に
参
加
し
た
企
業

と
保
険
会
社
は
、
２
０
１
６
年

か
ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
、

メ
デ
ィ
ケ
ア
が
同
じ
医
療
に
費

や
す
額
よ
り
も
約
２
０
０
億
ド

ル
多
く
支
払
っ
て
い
た
。

　

米
国
病
院
協
会
の
ト
ム
・
ニ

ケ
ル
ズ
副
会
長
は
﹁
メ
デ
ィ
ケ

ア
で
は
政
府
が
故
意
に
過
少
請

求
す
る
た
め
、
費
用
を
︵
一
般

医
療
費
に
︶
転
嫁
し
て
い
る
﹂

と
語
っ
て
い
る
。
ニ
ケ
ル
ズ
氏

に
よ
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
料
金

で
は
病
院
は
数
十
億
ド
ル
の
収

入
を
失
う
計
算
で
、
一
部
の
病

院
は
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
と

い
う
。

　
　
　
　
　

　(

５
面
に
続
く
︶

日本大使館
注意を喚起

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ
イ
ナ
ー

で
使
っ
て
い
る
よ
う
な
厚
め
の

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
ス
ー
プ

皿
、
ホ
テ
ル
の
紋
章
が
入
っ
た

お
皿
、
大
学
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の

入
っ
た
器
、
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
海

軍
兵
学
校
で
使
っ
て
い
た
お
皿

＝
写
真
＝
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
ア
ー
リ
ー
ア
メ
リ
カ
ン
の
食

器
を
専
門
に
販
売
し
て
い
る
の

が
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
食
器
店
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
デ
ィ
︵
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
８
８
９
番
地
、
19
丁

目
角
︶
だ
。

　

店
の
名
前
は
、
ア
ッ
プ
ス
テ

ー
ト
の
小
さ
な
田
舎
町
の
名
前

に
由
来
。
そ
の
町
で
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
の
食
器
を
買
い
付
け
た
こ

と
か
ら
１
９
８
６
年
に
町
の
名

前
を
店
名
に
し
て
ビ
ン
テ
ー
ジ

食
器
専
門
店
と
な
っ
た
。
今
で

は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
食
器
か
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
食
器
ま
で
販
売
す

る
。
コ
ッ
プ
１
個
か
ら
販
売
し

て
い
て
５
ド
ル
以
下
の
も
の
が

多
い
。
大
衆
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン

で
使
用
す
る
食
器
や
カ
ト
ラ
リ

ー
も
豊
富
に
扱
っ
て
い
る
。

︵
関
連
記
事
２
面
に
、
写
真
・

三
浦
良
一
︶

社
会
保
障
詐
欺
が
急
増

政
府
職
員
装
い
﹁
逮
捕
す
る
﹂
な
ど
脅
す

医
療
費
高
騰
続
く

公
的
医
療
費
の
２
・
５
倍
を
請
求

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://oig.ssa.gov/
https://oig.ssa.gov/scam
http://www.sumitomo-ny.com
https://www.restaurantnippon.com/
https://nipponexpressusa.com/
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344：ワーキング・ウェアの条件とは
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版 w
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

デ
ニ
ム
と
い
う
名
の
厚
地
綿

織
物
が
米
国
を
代
表
す
る
﹁
ジ

ー
ン
ズ
﹂
と
し
て
定
着
し
た
の

は
前
回
に
触
れ
た
。

　

こ
れ
よ
り
以
前
、
英
国
で
ワ

ー
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ア
素
材
と
し

て
確
立
し
た
生
地
が
あ
っ
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ア
の
条

件
に
﹁
丈
夫
﹂﹁
安
価
﹂
そ

し
て
﹁
機
能
﹂
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
満
た
し
た
素
材
が

生
き
残
る
。
米
国
は﹁
デ
ニ
ム
﹂、

英
国
で
は
﹁
モ
ー
ル
ス
キ
ン
﹂

が
そ
れ
。

　

﹁M
O

LESK
IN

﹂
と
は
、
動

物
の
﹁
モ
グ
ラ
の
皮
﹂。
モ
グ

ラ
の
皮
に
似
た
ス
ベ
ス
ベ
し
た

綿
織
物
。
丈

夫
で
安
い
ス

グ
レ
モ
ノ
だ

が
、
日
本
で

は
な
じ
み
の

な

い

素

材
。

一
番
近
い
の

は
﹁
コ
ッ
ト

ン
・
ス
エ
ー

ド
﹂
だ
ろ
う
。

　

英
国
で
は

ワ
ー
キ
ン
グ
・

ウ
ェ
ア
と
い
え
ば
モ
ー
ル
ス
キ

ン
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
定
着
し
て

い
る
。
19
世
紀
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
北
部
の
陶
磁
器
製
品
の
陶
工

が
好
ん
で
身
に
付
け
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
特
に
パ
ン
ツ
が
一

番
人
気
だ
っ
た
と
い
う
。
丈
夫

で
温
か
い
か
ら
だ
。︵
つ
づ
く
︶ 

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

ア
メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
グ
ル

ー
プ
﹁
ト
ニ
ー
・
オ
ー
ラ
ン

ド
&
ド
ー
ン
﹂
が
１
９
７
１

年
に
発
表
し
た
曲
。
全
米
シ

ン
グ
ル
・
チ
ャ
ー
ト
で
3
週

間
ラ
ン
キ
ン
グ
第
1
位
を
記

録
す
る
大
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
っ

た
。
軽
快
で
親
し
み
や
す
い

ポ
ッ
プ
・
サ
ウ
ン
ド
で
70
年

代
に
活
躍
し
た
ト
ニ
ー
・

オ
ー
ラ
ン
ド
は
73
年
に
は
﹁
幸

せ
の
黄
色
い
リ
ボ
ン
﹂
で
ミ

リ
オ
ン
ヒ
ッ
ト
も
飛
ば
し
て

い
る
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

427

﹁
ノ
ッ
ク
は
３
回
﹂

ド
ー
ン

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
マ
カ
リ
︵
３
番
街
97
番
地
、

12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
︶
で

は
、
江
戸
型
染
作
家
・
小
倉
充

子
さ
ん
の
手
ぬ
ぐ
い
を
販
売
し

て
い
る
。
創
業
１
８
８
４
︵
明

治
17
︶
年
よ
り
三
代
続
く
神
田

神
保
町
の
履
物
屋
﹁
大
和
屋
履

物
店
﹂
に
生
ま
れ
た
小
倉
さ
ん

が
、
図
案
、
型
彫
り
、
染
め
ま

で
、
ほ
ぼ
全
て
の
工
程
を
一
貫

し
て
手
が
け
た
手
ぬ
ぐ
い
で
、

同
店
で
は
数
多
く
の
種
類
を
取

り
揃
え
て
い
る
。
手
ぬ
ぐ
い
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
﹁
ね
ず
み

小
僧
﹂﹁
歌
舞
伎
職
人
図
絵
﹂﹁
馬

尻
東
風
﹂
な
ど
歌
舞
伎
や
落
語
、

小
噺
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
ト

ー
リ
ー
性
の
あ
る
図
案
で
、
ア

ー
ト
と
し
て
飾
っ
て
も
楽
し
め

る
。
一
番
人
気
は
東
京
駅
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
﹁
東
京
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
﹂

︵
写
真
中
央
︶
。
各
25
ド
ル
。

　

開
店
時
間
は
正
午
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で
。
月
曜
定

休
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８
ま

で
。
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
オ
ー

ダ
ー
も
可
能
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トw
w

w
.them

akari.
com

を
参
照
。

江戸型染作家の手ぬぐい
小倉充子さん作

イーストビレッジのマカリで販売

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ー
ン
時
期
の
風
物
詩
の
ひ
と

つ
、
Ｎ
Ｙ
州
ポ
キ
プ
シ
ー
郊
外

ア
ル
ス
タ
ー
・
パ
ー
ク
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
﹁
ヘ
ッ
ド
レ
ス
・
ホ

ー
ス
マ
ン
・
ヘ
イ
ラ
イ
ズ
＆
ホ

ー
ン
テ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ジ
ス
﹂
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
を
考
慮
し
た
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
式
の
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
２
日

か
ら
開
催
す
る
。 

　

同
﹁
デ
ア
・
ト
ゥ
・
ラ
イ

ド
・
ザ
・
ホ
ー
ス
マ
ン
ズ
・
ト

レ
イ
ル
﹂
で
は
、
乗
車
し
た
ま

ま
﹁
肉
屋
﹂
な
ど
の
恐
怖
現
場

を
通
り
、
実
物
大
の
首
な
し
騎

士
に
出
く
わ
す
。
そ
の
ほ
か
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
の
迷
路
﹁
イ
ー

ヴ
ィ
ル
・
リ
ー
ピ
ン
グ
：
ダ
ー

ク
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
﹂、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ

確
保
し
な
が
ら
の
歩
行
お
化
け

屋
敷
も
同
時
開
催
す
る
。
１
人

39
ド
ル
95
セ
ン
ト
〜
47
ド
ル
95

セ
ン
ト
︵
サ
ー
ビ
ス
料
、
税

別
︶
で
、
土
日
、
祝
日
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
る
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

headlesshorsem
an

.com

を
参
照
す
る
。 

首なし騎士 
今年のハロウィーンドライブスルーで恐怖体験

Fishs Eddy
889 Broadway, 

(Bet 19th St. & 20th St)
New York, NY 10003

(212) 420-9020
https://fi shseddy.com/

　

洋
食
も
和
食
同
様
、
器
や
お

皿
で
料
理
の
味
が
変
わ
る
。
皿

に
引
か
れ
た
線
の
色
ひ
と
つ
、

模
様
一
つ
で
肉
料
理
、
魚
料
理

に
ア
ク
セ
ン
ト
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
は
目
で
味
わ
う
ス
パ
イ
ス

だ
。
料
理
に
合
わ
せ
た
皿
を
用

意
す
る
の
も
お
も
て
な
し
。
お

一
人
様
の
食
事
だ
っ
て
気
分
が

弾
め
ば
食
事
も
美
味
し
い
。

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
19
丁
目
の

北
西
角
に
あ
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

食
器
店
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
デ
ィ

ー
に
は
、
白
黒
映
画
の
洋
画
に

出
て
く
る
よ
う
な
ア
ー
リ
ー
ア

メ
リ
カ
ン
な
食
器
が
山
の
よ
う

に
積
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

︵
１
面
に
記
事
︶

洋
食
が
映
え
る
お
皿
の
山

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.themakari.com
https://www.youtube.com/watch?v=qVhFg9deXRc
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://fishseddy.com/
https://headlesshorseman.com/
https://headlesshorseman.com/
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日本クラブからのお知らせ

■日本クラブ WEB ギャラリー・出展作品募集中！
　新設の「日本クラブ WEB ギャラリー」
　（http://nippongallery.nipponclub.org）では、日本の伝統と古

典的な工芸技術を継承する芸術家から新進気鋭の現代アー
ティストまで、幅広い日本のアートを世界の美術愛好家や
コレクターに紹介する機会を提供しています。ニューヨーク
から世界に向けて作品とアーティストのバイオグラフィー
を発信します。詳細はお問い合わせ下さい。皆様のポート
フォリオをお待ちしております。お問い合わせは E メール
gallery@nipponclub.org まで。

■この秋も自宅でレッスン！ 2020 年秋期オンライン講座が開始
　カルチャー講座では、9/14 より自宅から参加できる 2020 年

秋期オンライン講座を開始しました。メイク講座が加わり、
集中して学べるプライベートレッスンもさらに充実。その他、
暮らしに役立つ、毎日が楽しくなる講座を多数ご用意いたし
ました。詳細は随時アップしていきますので、ぜひ頻繁にウェ
ブサイト（www.nipponclub.org/culture）をチェックしてく
ださい！各講座のページからカンタンにお申込みいただけま
す。お問い合わせは E メール culture@nipponclub.org まで。

■ シェフの料理がご自宅で味わえるピックアップサービス
    （会員限定）
　日本クラブでは、会員の皆様にピックアップサービスを平日

毎日受付中です。ポークヒレカツ弁当、北海ちらし寿司弁当、
大海老天丼弁当などバラエティに富んだメニューをご用意し
ております。詳細とメニューは下記の日本クラブウェブサイ
トをご覧ください。なお、同メニューは 11 月末までマンハッ
タンのミッドタウンに１回 10 ドルでデリバリーサービスも
開始しました。

  お問い合せ・ご予約は E メール nc_order@nipponclub.org まで。

　　　日本クラブメンバーシップのお問い合わせは
          内藤　（hnaito@nipponclub.org）までご連絡ください。

The Nippon Club, Inc.
145 West 57th Street, 
New York, NY 10019
TEL 212-581-2223

info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

　

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
10
月
27
日
︵
火
︶

午
後
６
時
30
分
か
ら
、
﹁
江
戸

を
描
く
：
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
近
世
作
品
﹂

と
題
し
た
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
化
学
者
で
実
業
家

の
ロ
バ
ー
ト
・ 

フ
ァ
イ
ン
バ
ー

グ
氏
と
夫
人
の
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
・

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
氏
に
よ
る
、

江
戸
絵
画
を
中
心
と
し
た
日
本

美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
特

に
江
戸
時
代
の
民
間
画
派
に
お

け
る
自
由
で
活
気
に
満
ち
た
肉

筆
画
の
作
品
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に

は
、
尾
形
光
琳
ら
の
琳
派
、
与

謝
蕪
村
ら
の
文
人
画
、
円
山
応

挙
ら
の
円
山
四
条
派
、
伊
藤
若

冲
ら
の
奇
想
画
、
そ
し
て
菱
川

師
宣
、
葛
飾
北
斎
ら
の
浮
世
絵

な
ど
が
あ
る
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で

は
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
東
洋
美

術
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
レ
イ
チ

ェ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス
博
士
を
講

師
に
迎
え
、
同
美
術
館
の
﹁
江

戸
を
描
く
﹂
展
か
ら
江
戸
時
代

の
代
表
的
な
作
品
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
言
語
は
英

語
。
登
録
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.japansociety.

org 

を
参
照
す
る
。

江
戸
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
紹
介

ＮＹ州観光開発局のプログラム「アイ・
ラブ・ＮＹ」は現在、秋シーズン恒例の
紅葉狩りマップを公式サイト iloveny.
com で公開している。 
　各地の紅葉の様子や絶好の紅葉時期の
ピンポイント予報は、毎週水曜日に更新
される。 

紅葉マップ
NY 州公式サイトで

　

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
の
バ
ー

チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ

リ
ー
ズ
第
５
回
が
24
日
︵
木
︶

し
た
ゲ
ス
ト
・
藤
間
仁
章
氏

の
出
演
に
て
上
演
。
そ
し
て

平
和
運
動
活
動
家
で
禅
僧
の

T
hich N

hat H
anh

氏
の
詩

﹁Please C
all M

e by
 M

y 
T

rue N
am

es

﹂
と
﹁Illusion 

T
ransform

ed

﹂
に
振
り
付

け
た
伊
藤
さ
ち
よ
創
作
舞
踊
を

上
演
す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttp://dancejapan.

com

を
参
照
。

伊
藤
さ
ち
よ

オ
ン
ラ
イ
ン
で

と
10
月
１
日
︵
木
︶
に
以
下
の

オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ン
ク
︵w

w
w

.
youtube.com

/

か
ら
翌
日
の

午
前
６
時
ま
で
、
24
時
間
の
あ

い
だ
に
い
つ
で
も
視
聴
で
き

る
。
今
回
の
上
演
作
品
は
、
以

前
﹁
ハ
イ
ラ
イ
ト
﹂
と
し
て

放
送
し
た
作
品
を
全
曲
で
公

開
す
る
。
歌
舞
伎
舞
踊
で
は

珍
し
い
喜
劇
と
言
え
る
﹁
京

人
形 

﹂
は
、
日
本
か
ら
招
聘
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mailto:culture@nipponclub.org
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ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン

ズ
バ
ー
グ
最
高
裁
判
事
の
訃
報

が
飛
び
込
ん
で
き
た
時
、
よ
く

ぞ
こ
こ
ま
で
生
き
て
く
れ
た
と

思
い
ま
し
た
。
４
年
半
前
に
ス

カ
リ
ア
判
事
が
亡
く
な
っ
た

時
、
共
和
党
上
院
院
内
総
務
の

ミ
ッ
チ
・
マ
コ
ネ
ル
は
﹁
選
挙

の
年
の
後
任
判
事
任
命
は
控
え

る
べ
き
﹂
と
主
張
し
て
オ
バ
マ

の
指
名
し
た
メ
リ
ッ
ク
・
ガ
ー

ラ
ン
ド
判
事
の
承
認
手
続
き
を

拒
否
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
同

じ
人
物
が
よ
も
や
前
言
を
翻

し
、
自
党
の
大
統
領
ト
ラ
ン
プ

こ
そ
が
今
す
ぐ
後
任
を
指
名
す

べ
き
、
と
い
う
破
廉
恥
を
口
に

す
る
と
は
予
想
し
な
か
っ
た
│

│
。

　

マ
コ
ネ
ル
の
理
屈
は
こ
う
で

す
。
﹁
１
８
８
０
年
以
来
、
上

院
は
上
院
少
数
派
党
の
大
統
領

が
任
期
最
後
の
年
に
指
名
す
る

最
高
裁
判
事
を
承
認
し
た
こ
と

が
な
い
。
16
年
２
月
の
ス
カ
リ

ア
死
亡
の
後
の
オ
バ
マ
指
名
拒

否
も
そ
の
例
だ
。
し
か
し
共
和

党
は
16
、
18
年
の
２
回
の
選
挙

と
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
一

緒
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
公
約

の
下
、
上
院
で
多
数
派
党
と
な

っ
た
。
よ
っ
て
有
権
者
の
信
を

受
け
た
多
数
派
党
と
し
て
、
ト

ラ
ン
プ
の
指
名
受
理
は
当
然
で

あ
る
﹂

　

大
統
領
選
で
不
利
と
さ
れ
る

ト
ラ
ン
プ
は
こ
れ
も
支
持
固
め

に
利
用
し
よ
う
と
、
中
絶
権
の

否
定
を
悲
願
と
す
る
福
音
派
取

り
込
み
の
後
任
判
事
を
指
名
す

る
。
上
院
で
承
認
さ
れ
れ
ば
最

高
裁
は
６
対
３
で
今
後
数
年
以

上
に
わ
た
っ
て
保
守
派
が
主
導

権
を
握
り
ま
す
。
す
る
と
た
と

え
バ
イ
デ
ン
が
大
統
領
に
な
っ

て
も
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
れ
ば

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
オ
バ

マ
ケ
ア
は
撤
廃
さ
れ
、
中
絶
は

禁
止
さ
れ
る
│
│
。

　

し
か
し
こ
こ
で
共
和
党
に
別

の
論
理
が
台
頭
し
始
め
て
も
い

ま
す
。
つ
ま
り
も
し
最
高
裁
が

ト
ラ
ン
プ
指
名
の
３
人
目
の
判

事
で
６
対
３
の
保
守
体
制
で
固

ま
っ
た
ら
、
保
守
派
の
政
治
的

理
想
は
そ
こ
で
保
証
さ
れ
、
べ

つ
に
ト
ラ
ン
プ
が
再
選
さ
れ
な

く
と
も
、
あ
る
い
は
両
院
議
員

選
で
も
共
和
党
に
投
票
し
な
く

て
大
丈
夫
だ
と
な
っ
て
、
投
票

に
行
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
で
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
後
任
指
名
を
受

け
、
そ
れ
を
承
認
す
る
か
ど
う

か
の
上
院
審
議
は
通
常
２
か
月

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
結
論
が
出
る
の
は
早
く

と
も
11
月
末
。
と
い
う
こ
と
は

大
統
領
選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て

状
況
は
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
ト

ラ
ン
プ
の
再
選
が
決
ま
れ
ば
最

高
裁
は
間
違
い
な
く
保
守
派
と

な
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
が
負

け
れ
ば
上
院
共
和
党
は
逆
に
ト

ラ
ン
プ
指
名
の
保
守
派
判
事
の

承
認
を
急
ぐ
│
│
。

　

し
か
し
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ

は
も
う
一
度
大
混
乱
に
陥
る
は

ず
で
す
。
敗
北
し
た
大
統
領
の

指
名
判
事
を
、︵
と
も
す
れ
ば

こ
ち
ら
も
少
数
派
に
転
落
す

る
︶
上
院
共
和
党
が
承
認
す
る

の
か
、
と
。
し
か
も
あ
の
リ
ベ

ラ
ル
と
人
権
の
騎
手
だ
っ
た

﹁
ノ
ー
ト
リ
ア
ス
Ｒ
Ｂ
Ｇ
﹂
の

後
任
な
の
で
す
。
そ
れ
は
彼
女

を
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
並
み
の
ヒ
ー

ロ
ー
と
仰
ぐ
若
者
た
ち
を
中
心

に
︵
と
も
す
る
と
Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動

以
上
に
大
き
な
︶
全
米
規
模
の

猛
抗
議
を
招
く
│
│
。

　

大
統
領
選
の
結
果
判
明
が
遅

れ
に
遅
れ
た
場
合
も
︵
敗
北
の

否
認
の
伏
線
と
し
て
、
郵
便
投

票
の
正
当
性
へ
の
疑
義
を
ト
ラ

ン
プ
は
す
で
に
何
度
も
表
明
し

て
い
る
の
で
す
か
ら
︶、
ト
ラ

ン
プ
共
和
党
は
例
に
よ
っ
て
何

が
何
で
も
後
任
判
事
を
強
行
承

認
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も
そ

の
正
当
性
は
、
最
終
的
に
Ｒ
Ｂ

Ｇ
が
不
在
の
５
対
３
で
保
守
派

の
最
高
裁
が
判
断
し
ま
す
。

　

さ
て
そ
こ
で
も
し
６
対
３
と

決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
民
主

党
は
何
が
で
き
る
か
？

　

残
る
道
は
、
選
挙
結
果
が
遅

れ
て
も
と
に
か
く
バ
イ
デ
ン
が

勝
利
し
、
上
院
も
民
主
党
が
取

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
来
年
１

月
の
就
任
後
に
最
高
裁
判
事
の

数
を
増
や
す
の
で
す
。
最
高
裁

判
事
の
数
は
憲
法
に
規
定
は
な

く
、
過
去
に
も
議
会
で
定
員
を

変
更
し
て
き
ま
し
た
。
な
の
で

定
員
を
現
在
の
９
人
か
ら
12
人

に
増
や
せ
ば
、
バ
イ
デ
ン
と
上

院
民
主
党
で
新
た
に
３
人
の
リ

ベ
ラ
ル
判
事
を
任
命
し
て
タ
イ

に
持
ち
込
め
る
│
│
。

　

さ
て
、﹁
自
分
の
後
任
は
ト

ラ
ン
プ
の
次
の
大
統
領
に
決
め

て
も
ら
い
た
い
﹂
と
い
う
Ｒ
Ｂ

Ｇ
の
遺
言
は
叶
う
の
で
し
ょ
う

か
？　

︵
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
︶

悪
名
高
き
Ｒ
Ｂ
Ｇ

“
M

y
 m

other told m
e to 

be a lady
. A

nd for her, 
that m

eant be your ow
n 

person, be independent”

﹁
淑
女
で
あ
れ
、
そ
し
て
自
立

せ
よ
﹂

な
ど
数
々
の
名
言
で
知
ら
れ
る

ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ

バ
ー
グ
氏
が
86
歳
で
亡
く
な
っ

た
。

そ
の
功
績
を
称
え
、 

今
、
首
に

レ
ー
ス
の
飾
り
が
つ
け
ら
れ
た 

”
Fearless G

irl”

が
立
っ

て
い
る
。

　

男
女
差
別
と
闘
う
最
高
裁
判

事
と
言
わ
れ
た
彼
女
は 

、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
院
を
首
席
で
卒

業
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女

性
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
弁
護

士
事
務
所
か
ら
落
と
さ
れ
続
け

た
。

　

し
か
し
、
知
性
と
努
力
で

１
９
９
３
年
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
の
心
を
動
か
し
、
ア

メ
リ
カ
の
正
義
と
平
等
を
象
徴

す
る
女
性
と
し
て
サ
ン
ド
ラ
・

デ
イ
・
オ
コ
ナ
ー
に
続
く
史
上

2
番
目
の
女
性
と
し
て
最
高
裁

判
事
に
指
名
さ
れ
た
。
そ
し
て

生
涯
、
多
く
の
不
平
等
な
法
律

に
向
き
合
い
改
革
し
て
き
た
女

性
判
事
で
あ
っ
た
。

不
平
等
と
闘
う

不
屈
の
精
神
で
立
つ

　

富
豪
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
氏
は
13
日
、
11
月
の

大
統
領
選
に
向
け
バ
イ
デ
ン
候

補
を
助
け
る
た
め
、
激
戦
州
で

あ
る
フ
ロ
リ
ダ
州
に
１
億
ド
ル

︵
約
１
０
５
億
円
︶
を
投
入
す

る
と
発
表
し
た
。
投
票
率
を
上

げ
る
こ
と
が
主
目
的
で
、
そ
れ

に
よ
り
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
有
権

者
の
票
の
取
り
込
み
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。

　

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
の
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
は
民
主
党
の

候
補
者
争
い
か
ら
３
月
に
撤
退

し
た
。
そ
の
後
は
バ
イ
デ
ン
候

補
を
支
持
し
て
い
る
。
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
氏
の
顧
問
で
あ
る
ケ

ビ
ン
・
シ
ー
キ
ー
氏
は
﹁
フ
ロ

リ
ダ
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
民

主
党
は
他
の
州
、
特
に
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
な
ど
に
資
金
を
回
せ

る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
も
激
戦
州
と
し
て

知
ら
れ
る
。

　

フ
ロ
リ
ダ
州
は
選
挙
人
数
が

29
の
大
票
田
で
、
２
０
１
２
年

は
民
主
党
の
オ
バ
マ
氏
が
勝
っ

た
が
、
16
年
は
共
和
党
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
制
し
た
。
勝
者
が
民

主
党
候
補
と
共
和
党
候
補
で
揺

れ
動
く
た
め
ス
イ
ン
グ
ス
テ
ー

ト
と
も
呼
ば
れ
る
。
各
種
世
論

調
査
の
平
均
支
持
率
を
出
し
て

い
る
米
政
治
専
門
サ
イ
ト
の
リ

ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
に
よ
れ
ば
、
８
月
28
日
か
ら

９
月
18
日
の
期
間
で
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
47
・
０
％
、
バ
イ
デ
ン

候
補
48
・
６
％
と
そ
の
差
は
１
・

８
％
と
拮
抗
し
て
い
る
。

　

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
は
大
手

情
報
サ
ー
ビ
ス
、
ブ
ル
ー
ム
バ

ー
グ
の
創
業
者
で
過
半
数
の
株

式
を
所
有
す
る
。
今
年
４
月
７

日
発
表
の
米
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
に

よ
る
﹁
世
界
長
者
番
付
﹂
で
は
、

資
産
総
額
５
４
９
億
ド
ル
︵
約

５
・
７
兆
円
︶
で
16
位
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
15
億
ド
ル
︵
約
２
６
０
０
億

円
︶
で
１
０
７
０
位
だ
っ
た
。

１
億
ド
ル
選
挙
応
援

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
バ
イ
デ
ン
氏
に

 

加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

今
年
に
な
っ
て
ビ
ザ
の
種
類

に
よ
っ
て
申
請
が
一
時
中
断
さ

れ
た
り
、
各
国
の
ア
メ
リ
カ
大

使
館
で
ビ
ザ
面
接
を
行
わ
な
い

と
い
う
状
況
が
続
き
ま
し
た

が
、
９
月
19
日
時
点
で
在
日
ア

メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館
で
は

ビ
ザ
面
接
を
行
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
移

民
局
で
は
財
政
難
と
い
う
こ
と

で
度
々
大
幅
に
職
員
を
休
職
さ

せ
る
と
告
知
し
て
お
り
、
こ
の

財
政
難
を
奪
回
す
る
た
め
、
各

種
の
ビ
ザ
及
び
永
住
権
申
請
費

用
を
上
げ
る
と
い
う
方
法
を
取

っ
た
よ
う
で
す
。
す
で
に
本
紙

で
も
記
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
10

月
２
日
︵
10
月
２
日
に
移
民
局

に
書
類
が
到
着
分
︶
か
ら
ビ
ザ

及
び
永
住
権
申
請
費
用
は
変
更

さ
れ
ま
す
。
永
住
権
申
請
費
用

と
主
要
な
ビ
ザ
申
請
費
用
を
上

記
に
お
伝
え
し
ま
す
。

*

す
で
に
ビ
ザ
を
持
ち
、
ア
メ

リ
カ
の
移
民
局
で
Ｅ
ビ
ザ
に
ビ

ザ
の
ス
テ
ー
タ
ス
変
更
し
た
場

合
。 

**
生
体
情
報
摂
取
は
、
ビ
ザ

ス
テ
ー
タ
ス
変
更
、就
労
許
可
、

永
住
権
者
へ
の
ス
テ
ー
タ
ス
変

更
、
旅
行
許
可
及
び
再
入
国
許

可
、
永
住
権
更
新
、
ア
メ
リ
カ

市
民
権
申
請
に
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

別
表
の
よ
う
に
費
用
を
下
げ

た
申
請
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
ビ
ザ
申
請
は
大
幅
に
値

上
げ
を
し
て
お
り
ま
す
。
10
月

２
日
以
降
に
申
請
す
る
方
は
費

用
の
変
更
に
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。
︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

現在
（10月１日まで）

10月２日以降

H-1Bビザ(From I-129) $460 $555
L ビザ (Form I-129) $460 $805
O ビザ (Form I-129) $460 $705
*Eビザ (Form I-129) $460 $695
H-3,P, Q, R ビザ（Form I-129） $460 $695
ビザのステータス変更（Form I-539）

　オンライン申請 $370 $400
就労許可申請（Form I-765） $410 $550
家族を通した永住権申請 (Form I-130) $535 $550
雇用を通した永住権申請 (Form I-140) $700 $555
永住権者へのステータス変更（Form I-485）

　15歳以上 $1,140 $1,130
　14歳未満 $750 $1,130
永住権更新申請 (I-90)
　オンライン申請 $445 $405
　紙による申請 $445
条件付永住権からの変更申請（Form 751） $595 $760
旅行許可及び再入国許可申請（Form I-131） $575 $590
アメリカ市民権申請（Form N-400）

　オンライン申請 $640 $1,160
　紙による申請 $640 $1,170
**生体情報摂取 (Biometrics) $85 $30

現在の各種ビザの状況について３

　

Ｎ
Ｙ
州
公
立
高
校
運
動
競
技

協
会
︵N

Y
SPH

SA
A

︶
は
９

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
今
秋
の
ア
メ

リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン
試
合
を
来
年

３
月
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。 

　

同
協
会
の
ロ
バ
ー
ト
・
ザ
ヤ

ス
理
事
長
は
﹁
約
５
０
０
人
の

体
育
局
長
た
ち
と
２
日
間
か
け

て
話
し
合
っ
た
結
果
、
残
念
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
秋
シ
ー

ズ
ン
の
競
技
進
行
は
、
加
盟
高

校
が
担
う
リ
ス
ク
は
高
す
ぎ

る
、
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
﹂

と
伝
え
た
。
秋
シ
ー
ズ
ン
競
技

の
延
長
に
伴
い
、
春
シ
ー
ズ
ン

の
ス
タ
ー
ト
予
定
日
も
３
月
15

日
か
ら
４
月
19
日
に
延
期
さ
れ

る
。 

　

女
子
テ
ニ
ス
や
ク
ロ
ス
・
カ

ン
ト
リ
ー
、
女
子
水
泳
、
女
子

ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
、
男
女
サ
ッ
カ

ー
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ホ
ッ
ケ
ー

を
含
む
比
較
的
感
染
の
リ
ス
ク

が
低
い
と
判
断
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
は
予
定
通
り
今
月
21
日
か
ら

開
始
し
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
学
校
で
試
合
を
行
う
と
い

う
。 

ア
メ
フ
ト
競
技

来
年
３
月
ま
で
延
期

http://www.iiicareer.com/
http://www.rostamilaw.com
https://mikoto-inc.com/global/
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今
年
の
国
連
総
会
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
モ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
例

年
国
連
総
会
と
重
な
る
国
連
平

和
の
日
前
後
に
鳴
ら
さ
れ
て
い

た
平
和
の
鐘
の
式
典
の
動
向
が

注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
17
日
午

前
11
時
に
鳴
ら
さ
れ
た
。

　

当
日
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ

ー
レ
ス
事
務
総
長
、
ヴ
ォ
ル
カ

ン
・
ボ
ズ
ク
ル
第
75
回
総
会
議

長
、
メ
リ
ッ
サ
・
フ
レ
ミ
ン
グ

事
務
次
長
、
石
兼
公
博
国
連
大

使
が
出
席
し
て
式
典
が
行
わ
れ

た
。

　

国
連
平
和
デ
ー
は
９
月
21
日

だ
が
、
代
表
部
に
よ
る
と
、
例

年
、
式
典
は
国
際
平
和
の
日
前

後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
日
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
の
方
が
少
な

い
く
ら
い
と
の
こ
と
だ
。
こ
の

鐘
は
、
日
本
が
１
９
５
６
年
に

国
連
に
加
盟
す
る
２
年
前
、
日

本
人
、
中
川
千
代
治
氏
︵
元
宇

和
島
市
長
・
故
人
︶
が
世
界
平

和
を
祈
念
し
て
寄
贈
し
た
も

の
。

　

全
米
の
医
療
機
関
は
、
同
じ

医
療
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
メ

デ
ィ
ケ
ア
︵
高
齢
者
・
障
害
者

向
け
公
的
医
療
保
険
制
度
︶
に

比
べ
平
均
２
・
５
倍
の
医
療
費

を
民
間
保
険
会
社
に
請
求
し
て

い
る
こ
と
が
、
米
シ
ン
ク
タ
ン

ク
、
ラ
ン
ド
研
究
所
が
18
日
に

発
表
し
た
医
療
費
調
査
に
よ
っ

て
分
か
っ
た
。︵
１
面
に
記
事
︶

　

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
へ
の

支
出
も
増
大
し
政
府
の
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
。
米
国
に
は
公

的
医
療
保
険
制
度
と
し
て
低
所

得
者
向
け
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と

高
齢
者
・
障
害
者
向
け
の
メ
デ

ィ
ケ
ア
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
に

対
す
る
政
府
の
支
出
は
こ
の
10

年
で
６
割
増
加
、
合
計
で
お
よ

そ
１
兆
２
０
０
０
億
ド
ル
︵
約

１
２
０
兆
円
︶に
達
し
て
い
る
。

　

米
国
で
は
公
的
医
療
制
度
は

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
メ
デ
ィ
ケ
ア

し
か
な
い
。
国
民
の
多
く
は
企

業
を
通
じ
る
か
個
人
で
民
間
保

険
に
入
る
。
医
療
費
の
高
騰
は

保
険
料
の
高
騰
と
も
な
り
企
業

や
国
民
を
直
撃
す
る
。
米
国
で

は
医
療
費
の
上
昇
が
止
ま
ら
ず

２
０
１
０
年
か
ら
の
10
年
で
40

％
上
昇
し
た
。
同
期
間
で
の
全

体
の
物
価
は
10
％
の
上
昇
で
あ

り
、
突
出
し
て
い
る
。
一
人
あ

た
り
の
年
間
負
担
は
２
０
１
９

年
で
１
万
ド
ル
︵
約
１
０
６
万

円
︶
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
は

日
本
や
Ｅ
Ｕ
の
約
２
倍
と
な

る
。

　

米
国
は
例
え
ば
薬
価
は
日
本

と
違
い
製
薬
会
社
や
病
院
な
ど

医
療
提
供
者
側
で
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
裕
福
な
人
の

間
で
需
要
が
高
ま
れ
ば
値
段
は

上
昇
す
る
。
同
様
に
高
度
な
医

療
の
普
及
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
高
騰
を
招
く
。
米
国
で
は

医
療
機
関
の
統
合
が
進
み
、
メ

ガ
病
院
シ
ス
テ
ム
が
医
療
市
場

に
お
い
て
強
大
な
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
要
因
の
ひ

と
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー

層
の
高
齢
化
も
影
響
し
て
い

る
。
ま
た
、
オ
バ
マ
ケ
ア
︵
医

療
保
険
制
度
改
革
法
︶
の
導
入

で
病
気
が
ち
な
低
所
得
者
の
保

険
加
入
が
増
え
た
こ
と
が
保
険

料
の
高
騰
を
後
押
し
し
た
と
さ

れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
こ

の
点
を
突
き
、
保
険
未
加
入
者

へ
の
罰
金
を
な
く
す
な
ど
オ
バ

マ
ケ
ア
の
骨
抜
き
を
図
っ
た
が

医
療
費
高
騰
を
抑
え
る
妙
案
は

出
し
て
い
な
い
。

　

一
方
、
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン

大
統
領
候
補
は
オ
バ
マ
ケ
ア
の

拡
大
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
は

民
主
党
の
有
力
大
統
領
候
補
だ

っ
た
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
の

唱
え
る
国
民
皆
保
険
︵
メ
デ
ィ

ケ
ア
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
︶
と

は
違
い
、
政
府
が
健
康
保
険
を

提
供
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
民

間
保
険
会
社
も
維
持
で
き
る

﹁
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
﹂

と
呼
ば
れ
る
制
度
。
寡
占
化
し

て
い
る
民
間
保
険
会
社
の
高
額

の
保
険
料
が
競
争
に
よ
り
下
が

■
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ー
ル
対

策︵
１
︶
社
会
保
障
局
か
ら
送
信

す
る
メ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
末
尾
が

﹁.gov

﹂
で
あ
り
、
同
局
委
託

業
者
が
︵
こ
れ
と
は
異
な
る
ア

ド
レ
ス
か
ら
︶
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の
広

報
メ
ー
ル
を
直
接
送
信
す
る
こ

と
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合

も
メ
ー
ル
内
の
リ
ン
ク︵
ロ
ゴ
、

写
真
を
含
む
︶
は
す
べ
て
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
必
ず
﹁gov/

﹂

が
付
い
て
い
る
︶
に
飛
ぶ
よ
う

設
定
さ
れ
て
い
る
。

︵
２
︶
メ
ー
ル
の
見
た
目
で
判

断
す
る
こ
と
な
く
、
リ
ン
ク
に

正
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
︵
ウ
ェ
ブ
ア
ド

レ
ス
︶
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
リ
ン
ク
上
に

マ
ウ
ス
カ
ー
ソ
ル
を
当
て
リ
ン

ク
先
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
表
示
さ
せ

︵
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
︶、
不
審
な

点
が
な
い
か
確
認
す
る
。

正

し

い

Ｕ

Ｒ

Ｌ

の

例　

h
ttps://w

w
w

.ssa.g
ov

/

m
yaccount/

不

正

な

Ｕ

Ｒ

Ｌ

の

例　

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.
socialsecurity

.gov.gm
x.

de/　

※
﹁gov

﹂
の
あ
と
に
﹁/

﹂

︵
ス
ラ
ッ
シ
ュ
︶
が
な
い
、
な

ど
の
特
徴
が
あ
る
。
一
見
見
分

け
が
つ
か
な
い
巧
妙
な
ス
ペ
ル

に
な
っ
て
い
る
の
で
要
注
意
。

　

毎
年
恒
例
、
巨
大
バ
ル
ー
ン

が
登
場
す
る
メ
イ
シ
ー
ズ
主
催

の
感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
が
今
年
は

中
止
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は

14
日
の
記
者
会
見
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
見
通

し
が
で
き
な
い
こ
と
を
背
景
に

﹁
イ
ベ
ン
ト
や
パ
レ
ー
ド
を
行

う
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ

ろ
う
﹂
と
述
べ
た
。
主
催
者
に

よ
る
と
、
今
年
94
回
目
と
な
る

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
は
事
前
に
無

観
客
で
バ
ル
ー
ン
を
掲
げ
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
録
画
を
11
月

26
日
︵
木
︶
午
前
９
時
か
ら
Ｎ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
放
送
す
る
。

　

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
18
日
、
９
月
30
日
か
ら
屋

内
プ
ー
ル
の
再
開
を
許
可
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

プ
ー
ル
運
営
者
は
、
入
場
者

数
は
通
常
の
33
％
に
抑
え
ら

れ
、
同
市
衛
生
局
の
指
示
に
従

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
同
市
公
園
局
が
運
営
す

る
屋
内
プ
ー
ル
は
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
検
査

や
食
料
配
布
、
子
育
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
再
開
は
当
面

見
送
ら
れ
る
。

　３月のパンデミック後から数か月の閉鎖が
続いた多くの美術館・博物館は、財政状況の
悪化により苦しい経営を迫られている。その
ほとんどは３月の閉館後に従業員の一時解雇
や役員の給与カットなどで対応してきたが、

ブルックリン美術館は所蔵作品をオークショ
ンに出品し売却すると発表した。出品される
のはクラナッハやクールベなどの絵画 12 作
品。通常、美術品の売却は規則に反するが美
術館長協会は４月、売却費用をコレクション
の管理に充てる場合２年間は罰則を科さない
ことを決定している。

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
62
日
間
入
院
し
た
シ
ア
ト

ル
在
住
の
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ロ
ル

さ
ん
︵
70
︶
が
約
１
１
２
万
ド

ル
︵
約
１
億
２
千
万
円
︶
の
請

求
書
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が
６

月
に
報
じ
ら
れ
た
。
メ
デ
ィ
ケ

ア
の
対
象
で
あ
る
た
め
支
払
う

必
要
は
な
い
が
、
納
税
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
﹁
罪
悪
感
﹂
を

感
じ
た
と
フ
ロ
ル
さ
ん
は
語
っ

て
い
る
。

　

医
療
費
高
騰
、
医
療
関
係

の
公
的
支
出
増
大
の
一
方

で
、
米
国
は
依
然
と
し
て
約

２
９
０
０
万
人
も
の
無
保
険
者

が
い
る
。
医
療
と
い
う
社
会
保

障
問
題
は
大
統
領
選
の
争
点
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

平和の鐘響く

国
連
事
務
総
長
打
つ

石
兼
国
連
大
使
ら
列
席

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
中
止

バ
ル
ー
ン
は
Ｔ
Ｖ
で
放
映

メ
ー
ル
で

ハ
ッ
キ
ン
グ

屋
内
プ
ー
ル
再
開

Ｎ
Ｙ
市
30
日
か
ら

社
会
保
障
が
大
統
領
選
争
点
に

医
療
費
高
騰

公
的
支
出
増
大

ブルックリン美術館

所蔵アート売却へ

左からボズクル議長、グテーレス事務総長、石兼国連大使（写真提供・国際連合日本政府代表部）

http://www.nyseikatsu.com
https://www.ssa.gov/myaccount/
https://www.ssa.gov/myaccount/
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
http://wix.to/tUBWBe0
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仕
事
で
大
き
な
ミ
ス
を
し
て

し
ま
っ
た
り
、
い
く
ら 

頑
張

っ
て
練
習
し
て
も
試
合
に
勝
て

な
か
っ
た
り
し
て
、
﹁
も
う
ダ

メ
だ
…
﹂
と
心
が
折
れ
そ
う
に 

な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
の

が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
転
換
す
る
、
メ

分
﹂
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、 
こ

こ
が
自
分
の
限
界
だ
と
決
め
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。  
自

分
の
限
界
を
決
め
る
の
は
﹁
体

験
の
記
憶
﹂
と
﹁
イ
メ
ー
ジ
の

記
憶
﹂
で
す
が
、
想
像
力
を
膨

ら
ま
せ
れ
ば
﹁
イ
メ
ー
ジ
の
記

憶
﹂
は
ど
こ
ま
で
も
広
げ
ら
れ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

﹁
も
う
ダ
メ
だ
﹂
と
思
う
の
は
、

ミ
ス
を
挽
回
し
た
り
、
試
合
に

勝
っ
た
り
す
る
力
が
自
分
に
な

い
と
思
う
か
ら
。
﹁
で
き
る
自

走
し
た
自
分
﹂
を
し
っ
か
り
思

い
描
け
ば
、
脳
は
そ
れ
を
体
験

し
た
こ
と
と
み
な
し
、
限
界
の

枠
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。﹁
も
う
ダ
メ
だ
﹂
と
い

う
と
き
こ
そ
、﹁
限
界
を
超
え

る
チ
ャ
ン
ス
だ
﹂
と
思
い
ま
し

ょ
う
。
で
き
る
自
分
を
強
く
イ

ま
す
。
例
え
ば
、
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
走
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に

と
っ
て
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

走
る
の
は
難
し
く
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
、
も
っ
と
長
い
距

離
を
完
走
し
た
と
い
う
﹁
体
験

の
記
憶
﹂
が
あ
る
か
ら
で
す
。

一
方
で
、
脳
は
強
く
イ
メ
ー
ジ

し
た
こ
と
も
﹁
体
験
の
記
憶
﹂

と
同
じ
よ
う
に
記
憶
し
ま
す
。

こ
れ
が
﹁
イ
メ
ー
ジ
の
記
憶
﹂

で
す
。﹁
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン 

を
完

メ
ー
ジ
す
れ
ば
、
き
っ
と
そ
の

壁
を
突
破
で
き
る
は
ず
で
す
。

言
葉
と
動
作
で
脳
を
だ
ま
そ
う

　

脳
に
は
思
い
や
イ
メ
ー
ジ
よ

り
も
言
葉
や
動
作
、
表
情
を
信

用
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
否
定
的
な
言
葉
を
口
に

し
た
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
情

や
動
作
を
し
た
り
す
る
と
、
脳

が
ど
ん
ど
ん
マ
イ
ナ
ス
思
考
に

な
る
の
で
す
。 

逆
に
、
つ
ら

い
時
で
も
笑
顔
を
作
っ
た
り
、

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
動
作
を
す
る
と
、
脳
が
プ

ラ
ス
の
状
況
だ
と
錯
覚
し
、 

プ

ラ
ス
思
考
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で

五
輪
連
覇
を
果
た
し
た 

羽
生

結
弦
選
手
は﹁
圧
倒
的
に
勝
つ
﹂

な
ど
常
に
強
気
な
言
葉
で
自
ら

を
鼓
舞
し
て
い
ま
す
。人
は﹁
プ

ラ
ス
思
考
に
な
ろ
う
﹂
と
思
っ

て
も
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
羽

生
選
手
の
よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
を
口
に
す
る
と
、
右
脳

は
過
去
の
記
憶
か
ら
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
発
生
し
、
プ
ラ
ス
の

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
、
心

身
が
元
気
に
な
り
ま
す
。
こ
の

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
際
に

思
っ
て
い
な
く
て
も
良
い
点
で

す
。
心
は
、
口
に
す
る
言
葉
、

そ
し
て
動
作
・
表
情
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
平
昌
五
輪

の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
小
平
奈
緒
選

手
は
、
高
校
時
代
、﹁
頑
張
れ
﹂

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
疲
れ
て
ス

ケ
ー
ト
の
楽
し
さ
を
忘
れ
か
け

た
と
き
、
コ
ー
チ
か
ら
﹁
顔
晴

れ
﹂
と
の
言
葉
を
贈
ら
れ
、
前

向
き
に
な
れ
ま
し
た
。
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
言
葉
と
動
作
・
表
情
を

取
り
入
れ
て
、
心
の
状
態
を
整

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

   

い
い
や
ま
　
じ
ろ
う
＝
会

社
員
時
代
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
記
録
、
公
的
機
関
の
経
営

指
導
員
に
転
じ
、
11
年
間
で

５
０
０
０
件
以
上
の
経
営
相
談

を
こ
な
す
。
２
０
０
６
年
起
業

し
、
講
演
・
研
修
講
師
と
し
て

述
べ
３
５
０
０
時
間
、
受
講
者

１
万
５
０
０
０
名
を
超
え
る
。

メ
ン
タ
ル
コ
ー
チ
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
し
た
高
校
野
球
チ
ー
ム
が

歴
史
的
大
逆
転
劇
を
演
じ
た

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
選
手
も
育
成
。

代
表
的
な
著
書
は
﹁
い
ま
ど
き

の
子
の
や
る
気
に
火
を
つ
け
る

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
﹂︵
秀

和
シ
ス
テ
ム
︶﹁
勝
者
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
メ
ン
タ
ル
﹂︵
大
和
書

房
︶

　

h
ttp

s://m
b

p
-jap

an
.

com
/tokyo/coach1/

提
供
・
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド

w
w

w
.firstbrand.co.jp

協
力
・
マ
イ
イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ

w
w

w
.m

yeventusa.com

で
き
る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う

飯
山 

晄
朗

　

ヘ
ラ
ル
ド
・
ス
ク
エ
ア
に
16

日
、
マ
ス
ク
や
除
菌
剤
な
ど
細

菌
感
染
防
止
グ
ッ
ズ
の
専
門

店
﹁C

V
19

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
﹂

︵
東
35
丁
目
41
番
地
︶
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。 

　

同
店
は
、
32
丁
目
の
韓
国
焼

肉
店
﹁
サ
ム
ウ
ォ
ン
・
ガ
ー
デ

ン
﹂
店
主
の
ト
ニ
ー
・
パ
ー
ク

氏
が
、
店
内
飲
食
が
解
禁
に
な

っ
た
時
の
た
め
に
、
従
業
員
や

客
の
安
全
を
確
保
で
き
安
心
し

て
も
ら
え
る
用
品
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
専
門
店
の
計
画
に

至
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
衛
生
用

品
は
台
湾
や
韓
国
な
ど
か
ら
輸

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
通
販
で
は
実

際
に
試
着
し
て
使
い
心
地
を
確

認
で
き
な
い
。
ガ
ー
メ
ン
ト
・

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
で
﹁
ア
ン
ジ

ェ
リ
ー
ナ
・
ベ
ー
カ
リ
ー
﹂
も

経
営
す
る
パ
ー
ク
氏
は
、
和
風

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
店
を
開
店
す
る

予
定
だ
っ
た
近
所
の
ス
ペ
ー
ス

を
使
っ
て
同
店
舗
の
準
備
を
進

め
た
。 

　

店
内
は
白
く
清
潔
感
の
あ
る

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
思
わ
せ
る
内

装
で
、
壁
の
棚
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
、
携
帯
用
Ｕ
Ｖ
ラ
イ
ト
、
携

帯
電
話
用
除
菌
剤
、
空
気
清
浄

機
、
抗
菌
性
フ
ィ
ル
ム
、
プ
レ

キ
シ
ガ
ラ
ス
、
顔
認
証
型
検
温

端
末
な
ど
が
並
ぶ
。
韓
国
人
の

両
親
の
も
と
イ
タ
リ
ア
で
育
っ

た
パ
ー
ク
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
ア
ジ
ア
の
対
策
を
見
直

し
、
自
身
の
事
業
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
た
と
話
し
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
対
策
用
品
店

焼
き
肉
店
主
が
開
店

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
14

日
、
自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
と
学
校
で
の
対
面
授
業
を
併

用
す
る
﹁
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
﹂

学
習
の
た
め
に
人
員
不
足
に
直

面
し
て
い
る
市
内
の
学
校
に
追

加
の
教
室
支
援
を
提
供
す
る
た

め
２
０
０
０
人
の
教
師
を
雇
用

す
る
と
発
表
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
２
５
０
０
人

を
雇
用
す
る
と
発
表
。
教
師
ら

と
組
合
は
、
学
校
で
の
教
室
学

習
を
週
に
３
日
程
度
し
た
場

合
、
教
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
生

徒
と
対
面
学
習
の
生
徒
を
同
時

に
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
よ
り
多
く
の
教
師
が
必
要

で
あ
る
と
指
摘
。
組
合
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
行
す
る
た
め
に
は
さ
ら
に

１
万
人
の
教
師
が
必
要
だ
と
推

定
し
て
い
る
。

教師2000人雇用
NY市長が発表

ハイブリッド授業に対応

レジ袋禁止に
10月19日から

　

Ｎ

Ｙ

州

環

境

保

全

局

︵N
Y

SD
E

C

︶
は
18
日
、
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
レ
ジ

袋
禁
止
法
を
当
初
の
予
定
よ
り

半
年
遅
れ
の
10
月
19
日
か
ら
執

行
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
法
案
に
対
し
て
は
、
食
料

品
店
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品

会
社
が
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
た

が
、
昨
月
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
コ

ノ
リ
ー
裁
判
官
は
同
州
高
裁
で

同
法
案
に
有
利
な
判
決
を
下
し

た
。
ま
た
論
議
さ
れ
て
い
る
厚

目
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
レ
ジ

袋
の
使
用
に
関
し
て
は
、
新
た

な
﹁
免
除
枠
﹂
を
提
案
す
る
よ

う
指
示
し
た
。
同
法
は
、
食
料

品
店
な
ど
が
薄
い
使
い
捨
て
の

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
を

提
供
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
同
州

内
の
多
く
の
郡
は
す
で
に
５
セ

ン
ト
の
有
料
紙
袋
の
利
用
を
開

始
し
て
い
る
。 

地
下
鉄
と
バ
ス
運
賃
支
払
い

Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
シ
ス
テ
ム
始
動
へ

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

15
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
に

あ
る
す
べ
て
の
地
下
鉄
駅
と
バ

ス
に
新
た
な
運
賃
支
払
い
シ
ス

テ
ム﹁
オ
ム
ニ
ー︵
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
︶﹂

の
設
置
を
完
了
し
た
と
発
表
し

た
。
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
は
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ド

カ
ー
ド
を
タ
ッ
プ
し
て
利
用
す

る
。
現
在
は
全
４
７
２
駅
の
う

ち
の
３
４
８
駅
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
年
末
ま
で
に
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ
両
地
区
の

す
べ
て
の
駅
で
導
入
さ
れ
る
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
と
メ

ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
で
の
導
入
は

２
０
２
１
年
か
ら
の
予
定
。

鎌
倉
シ
ャ
ツ
Ｎ
Ｙ
撤
退

閉
店
セ
ー
ル
を
開
始

　

鎌
倉
シ
ャ
ツ
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
メ
ー
カ
ー
ズ
シ
ャ
ツ
鎌
倉

︵
本
社
・
鎌
倉
市
︶　

が
年
内
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ジ
ソ
ン
街

の
店
舗
を
閉
店
し
、
撤
退
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
今
年
５
月
に

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
貞
末

奈
名
子
社
長
に
よ
る
と
、
今
年

春
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
店
舗
を
４

か
月
閉
め
経
済
再
開
を
待
っ
た

が
、
再
開
店
後
も
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
よ
う
な
顧
客
の
波
が
戻

ら
な
い
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
経
済
再
開
が
い
つ
元
に
戻
る

の
か
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
一
時
撤
退
を
決
め
た

と
い
う
。
日
本
の
ア
パ
レ
ル
企

業
の
中
で
、
創
業
25
年
、
対
米

進
出
８
年
で
、
世
界
の
一
流
ブ

ラ
ン
ド
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に

成
長
し
た
成
功
例
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
た
。

　

マ
ジ
ソ
ン
街
店
で
は
現
在
、

閉
店
セ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。
通
常
89
ド
ル
の
ワ
イ
シ
ャ

ツ
が
50
ド
ル
、
ネ
ク
タ
イ
が
39

ド
ル
。
在
庫
が
な
く
な
り
次
第

セ
ー
ル
は
終
了
す
る
。

http://www.firstbrand.co.jp
http://www.firstbrand.co.jp
http://www.firstbrand.co.jp
http://www.firstbrand.co.jp
http://www.myeventusa.com
http://www.myeventusa.com
http://www.myeventusa.com
https://mbp-japan.com/tokyo/coach1/
http://www.easeny.com/
https://www.mtckitchen.com
http://www.dipaolafinancial.com/
https://hls-global.com
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同
じ
順
位
の
相
続
人
が
遺
産

を
均
等
に
相
続
す
る
こ
と
が
必

ず
し
も
妥
当
と
は
言
え
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
相
続
人
の

中
に
、
被
相
続
人
の
財
産
の
増

加
や
維
持
に
特
別
の
寄
与
を
し

た
人
が
い
る
場
合
は
、
遺
産
の

分
配
に
あ
た
り
、
寄
与
分
と
し

て
別
枠
で
遺
産
を
相
続
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
﹁
寄
与
分
制

度
﹂
で
す
。

　

例
え
ば
、
長
男
は
高
校
卒
業

後
す
ぐ
に
父
親
の
後
を
継
い
で

農
業
に
従
事
し
、
そ
れ
か
ら
30

781
年
間
勤
勉
に
働
い
て
き
ま
し

た
。
一
方
次
男
は
、
大
学
を
卒

業
し
て
都
会
で
結
婚
し
、
会
社

勤
め
を
し
て
い
ま
す
。
年
に
一

度
手
土
産
を
持
っ
て
孫
の
顔
を

見
せ
に
帰
る
だ
け
で
す
。
父
親

が
亡
く
な
り
、
遺
さ
れ
た
財
産

は
1
億
円
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
田
畑
な
ど
の
農
業
用
財
産
で

す
。
父
親
が
財
産
を
遺
せ
た
の

も
、
要
は
長
男
が
一
所
懸
命

に
農
業
を
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
遺
産
の
名

義
は
父
親
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

中
に
は
相
当
程
度
、
長
男
の
労

働
に
よ
る
寄
与
分
も
含
ま
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
長
男
の
寄
与
分
が
仮
に

４
０
０
０
万
円
と
す
る
と
、
残

り
の
６
０
０
０
万
円
を
長
男
と

次
男
で
相
続
分
に
従
っ
て
配
分

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

寄
与
者
の
貢
献
度
を
は
か
る

明
確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寄
与
分
の
金
額
は
原
則
、
相
続

人
同
士
の
話
し
合
い
協
議
で
決

め
ま
す
。
協
議
が
ま
と
ま
ら
な

い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
の
調

停
で
決
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
︶

日
本
の
相
続
⑪　
　

　

寄
与
分
制
度

クイック USA

19

　

先
日
８
月
の
失
業
率
が
発
表

さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
の
失
業

保
険
の
推
移
は
以
下
の
と
お
り

失
業
率
の
推
移
、
学
校
再
開
と
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ

 　大統領選挙の前に、トランプ大統領についての Tell-all が大きい注目を集めていま
す。 Tell-all とは秘密の暴露本。　トランプ氏に関しては、これまで 1200 冊以上が
出版されたそうですが、最近注目されたのは前国家安全保障アドバイザー、 ボルトン
氏が書いた本「The Room Where It Happened」です。その中で同氏はトランプ氏

の国際関係に関する無知や外国首脳との不適切な会話を暴露しました。トランプ氏の個人弁護士を長く
務めたマイケル・コーエン氏は「Disloyal」と言う Tell-all の中で、大統領は何事にも責任を取らない
嘘つきだと非難しています。加えて、トランプ氏の姪メリー・トランプさんは、彼の生い立ちを知る身
内そして心理学者としての立場から、「Too Much and Never Enough」という著書の中で、同氏を利
己的な自己陶酔症だとした上に、大学入学ため友人に SAT の替え玉受験させたと驚きの主張をしてい
ます。 
　先週、著名ジャーナリストのウッドワード 氏は、著書「Rage」の中で、トランプ氏は新型コロナが
大変な脅威だと言うことを 3 月の段階で理解していたと暴露しました。その結果、トランプ氏は国民向
けにはウイルスを故意に過小評価し、適切な政策を講じなかったと各界から批判が高まっています。大
ベストセラーになっているこれら一連の Tell-all を、メディアは Bombshell（爆弾）と呼んでおり、大
統領選にどんな影響を及ぼすことになるのか・・・。　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【188】

 Tell-all　暴露本

週
間
で
学
校
が
再
開
さ
れ
た
地

域
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
ま

ま
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
授
業

の
再
開
と
い
う
場
所
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
、
今
後
は
学
校
自

体
が
再
開
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

と
対
面
授
業
を
組
み
合
わ
せ
て

行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
授
業
が

行
わ
れ
た
り
、
各
家
庭
で
授
業

の
形
態
を
選
択
を
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ

る
。  

　

そ

ん

な

な

かFam
ilies 

F
irs

t C
o

ro
n

a
v

iru
s 

R
esponse A

ct

︵
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ

Ａ
︶
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
追
加
で

発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
な
運

用
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
学
校
に
関
連
す
る
Ｑ
＆

Ａ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た

い
︵
以
下
は
Ｑ
＆
Ａ
の
概
略
で

あ
り
、
直
訳
で
は
な
い
点
、
留

意
い
た
だ
き
た
い
︶。  

Ｑ　

子
供
が
通
う
学
校
や
保
育

所
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
、
保
育
者

が
不
在
の
た
め
に
子
供
と
一
緒

に
家
に
い
る
場
合
、
緊
急
傷
病

休

暇
︵E

m
ergency Paid 

Sick Leave

︶
も
し
く
は
家

族
休
職
︵Extended Fam

ily 
and M

edical Leave

︶、
ま
た

は
そ
の
両
方
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？  

Ａ　

両
方
の
休
暇
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
有
給
休

職
は
合
計
12
週
間
に
限
ら
れ

ま
す
。 

緊
急
傷
病
休
暇
で
は

最
初
の
２
週
間
の
有
給
休
暇
を

提
供
し
ま
す
。
緊
急
傷
病
休
暇

を
家
族
休
職
で
は
無
給
と
な

っ
て
い
る
最
初
の
10
日
間
に

適
用
を
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
最
初
の
10
日
間
が
経
過

し
た
後
、
家
族
休
職
に
基
づ

き
、
そ
の
後
の
10
週
間
に
は
通

常
の
給
与
の
３
分
の
２
︵
最
大

１
日
２
０
０
ド
ル
︶
が
支
給
さ

れ
ま
す
。 

家
族
・
医
療
休
暇

拡
大
法
︵E

m
ergency and 

F
am

ily
 M

edical L
eav

e 
E

xpansion A
ct

︶
に
基
づ

く
家
族
・
医
療
休
暇
の
追
加
10

週

間

分

は
、C

O
V

ID
-19

に

関
連
し
た
理
由
で
学
校
や
保
育

所
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
、
子
供
の

保
育
所
が
利
用
で
き
な
い
場
合

に
適
用
さ
れ
る
休
暇
に
お
い
て

の
み
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。  

Ｑ　

在
宅
勤
務
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
、C

O
V

ID
-19

に
関
連
し
た
理
由
で
子
供
の
学

校
や
保
育
所
が
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
間
、
ま
た
は
保
育
者
が
不
在

の
間
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
を
断
続
的

に
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

活
動
が
上
向
き
に
な
る
事
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。  

　

夏
休
み
も
終
わ
り
、
こ
こ
数

Ａ　

雇
用
主
の
許
可
が
あ
る
場

合
は
可
能
で
す
。
例
え
ば
雇
用

主
と
従
業
員
双
方
で
の
同
意
が

あ
っ
た
上
で
、
家
族
休
職
を
月

曜
・
水
曜
・
金
曜
に
取
得
し
て
、

火
曜
・
木
曜
に
は
勤
務
を
す
る

と
い
う
形
が
可
能
で
す
。  

Ｑ　

対
面
授
業
か
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
か
の
選
択
が
各
家
庭
に
あ

り

ま

す
。C

O
V

ID
-19

の

子

供
へ
の
感
染
が
不
安
な
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申

請
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
状
況

で
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
を
使
用
し
て
有

給
の
休
職
を
使
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

不
可
で
す
。
家
庭
の
都
合

で
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

選
択
し
た
の
で
あ
り
、
学
校
自

体
が
﹁
閉
鎖
﹂
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ

に
基
づ
く
有
給
の
休
職
を
取
得

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。  

　

詳

細

はFam
ilies First 

C
oron

aviru
s R

espon
se 

A
ct: Q

&
A

 

︵h
ttp

s://
w

w
w

.dol.gov/agencies/
w

h
d

/pan
d

em
ic/ffcra-

questions

︶
を
参
照
。

︵

榊

原

将
　HR Linqs, Inc. 

President

︶
　www.919usa.

com

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
︵
本

社

：

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責

任
者

：

ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ

ー)

は
16
日
、
新
た
な
安
全
対

策
と
し
て
、
表
面
に
長
期
間
密

着
し
細
菌
の
増
殖
を
抑
制
す

る
抗
菌
性
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

﹁Zoono M
icrobe Shield

﹂

︵
米
国
環
境
保
護
庁
承
認
︶
の

使
用
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
が
毎

日
実
施
す
る
静
電
噴
霧
器
に
よ

る
機
内
消
毒
に
加
え
て
、
現
在

30
機
以
上
の
航
空
機
内
の
座

席
、
ト
レ
イ
テ
ー
ブ
ル
、
ひ
じ

掛
け
、
頭
上
の
物
入
れ
、
化
粧

室
な
ど
に
毎
週
噴
霧
し
て
い

る
。

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
チ
ー

フ
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
オ
フ
ィ
サ

ー
の
ト
ビ
ー
・
エ
ン
ク
ビ
ス
ト

氏
は
﹁
長
期
間
に
わ
た
り
効
果

が
持
続
す
る
こ
の
抗
菌
性
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
の
噴
霧
は
、
機
内

の
乗
客
と
乗
務
員
の
安
全
を
守

る
対
策
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る

機内の客室で
抗菌スプレー

ユナイテッド航空

　

州
政
府
の
企
業
に
対
す
る
給

与
援
助
策
﹁
ワ
ー
ク
・
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
を
紹

介
す
る
ジ
ェ
ト
ロ
主
催
の
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
﹁
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
﹂
が
、

10
月
１
日
︵
木
︶
午
後
４
時

か
ら
開
催
さ
れ
る
。
講
師
は

M
oses &

 Singer L
L

P

の

内
藤
博
久
弁
護
士
。
ワ
ー
ク
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
企
業
が
解
雇
や
レ
イ
オ
フ
を

避
け
る
た
め
に
、
従
業
員
の
シ

フ
ト
や
労
働
時
間
を
削
減
す
る

こ
と
で
生
じ
る
従
業
員
の
給
与

減
額
分
を
州
政
府
が
補
填
す
る

も
の
。
製
造
業
の
よ
う
に
厳
し

い
コ
ス
ト
削
減
を
強
い
ら
れ
て

い
る
企
業
に
は
大
き
な
救
い
と

な
る
。
定
員
３
０
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルrept3@

jetro.
go.jp

︵
菊
池
さ
ん
、
多
崎
さ

ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

atten
dee.g

otow
ebin

ar.
c

o
m

/
r

e
g

i
s

t
e

r
/

7022067704193286927

を
参
照
。

も
の
。
よ
り
安
全
な
機
内
を
提

供
で
き
る
よ
う
安
全
対
策
基
準

と
そ
の
実
施
手
順
を
見
直
し
、

最
新
か
つ
革
新
的
な
解
決
方
法

を
実
施
す
る
﹂と
述
べ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

ジ
ェ
ト
ロ
10
月
１
日

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催

で
あ
る
。

　

失
業
率
は
改
善
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
経
済

http://www.919usa.com
https://www.dol.gov/agencies/whd/pandemic/ffcra-questions
https://attendee.gotowebinar.com/register/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.terailaw.com
http://www.abps-us.org/
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 BOOKS
　

ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
と

は
、
直
訳
す
れ
ば
﹃
世
紀
の
半

ば
﹄
。
い
ろ
い
ろ
な
世
紀
に
そ

れ
ぞ
れ
の
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
が
あ
る
が
、
こ
の
本
は
、
20

世
紀
半
ば
の
１
９
５
０
〜
60
年

代
の
古
き
良
き
時
代
に
、
ア
メ

リ
カ
を
発
祥
と
し
て
生
ま
れ
た

デ
ザ
イ
ン
の
数
々
が
広
告
を
通

し
て
い
か
に
売
ら
れ
て
い
っ
た

か
を
当
時
の
広
告
や
ポ
ス
タ
ー

を
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
る
広

告
図
鑑
だ
。

　

生
ま
れ
た
商
品
は
豊
富
な
資

源
と
新
進
気
鋭
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
り
、
成
形
合
板
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
素
材
を
使
っ
た
軽
快

で
、
曲
線
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
特

徴
だ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
が

帰
郷
し
、
多
く
の
若
者
が
家
庭

を
持
っ
た
た
め
に
住
宅
ブ
ー
ム

が
巻
き
起
こ
り
、
そ
れ
に
連
れ

て
家
具
の
需
要
が
増
え
た
。
ま

た
空
襲
で
荒
廃
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
変
わ
り
、
本
土
が
無
傷
な

ア
メ
リ
カ
が
世
界
産
業
の
中
心

に
な
っ
た
た
め
、
世
界
の
需
要

を
一
手
に
引
き
受
け
る
生
産
力

を
持
ち
、
同
時
に
大
戦
中
の
技

術
革
新
な
ど
が
影
響
し
、
大
量

生
産
の
技
術
が
確
立
、
コ
ス
ト

が
削
減
出
来
、
安
く
生
産
で
き

る
た
め
に
需
要
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

結
果
と
し
て
、
本
格
的
な
消

費
時
代
に
突
入
、
需
要
が
拡
大

し
た
。
作
れ
ば
売
れ
る
時
代
の

到
来
だ
。
そ
れ
ら
の
需
要
拡
大

の
結
果
、
消
費
者
は
従
来
に
増

し
て
デ
ザ
イ
ン
性
の
有
る
商
品

を
望
む
よ
う
に
な
り
、
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
ア
メ
リ
カ
で
質

の
高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
製
作
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
膨
大

な
知
の
産
物
を
大
衆
市
場
に
売

り
込
む
た
め
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
の
が
広
告
だ
。

　

活
躍
し
た
の
は
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ

Ｎ
と
呼
ば
れ
る
男
た
ち
。
マ
ッ

ド
と
い
っ
て
も
狂
人
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
広
告
代
理
店
は

時
代
の
花
形
職
業
と
な
り
、
雑

誌
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

の
広
告
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

マ
ジ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
る
大
手
広
告
代

理
店
が
時
代
を
先
導
し
な
が
ら

夢
あ
る
広
告
を
作
り
出
し
て
い

っ
た
。
雑
誌
広
告
の
黄
金
時
代

を
迎
え
る
。
そ
ん
な
マ
ジ
ソ

ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
男
た
ち
を

略
し
て
マ
ッ
ド
メ
ン
と
呼
ん
だ

の
だ
。

　

こ
の
本
で
扱
っ
て
い
る
の
は

モ
ダ
ン
な
家
具
、
乗
用
車
、
服

飾
、
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
た
ば
こ
、

清
涼
飲
料
水
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
、
コ
ー
ヒ
ー
、
海
外
旅
行
、

下
着
、
化
粧
品
、
洗
濯
機
、
冷

蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ス
ー
ツ
、
お
酒
、

肉
、
魚
、
野
菜
、
ビ
ー
ル
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
商
品
と

し
て
市
場
に
流
れ
て
い
く
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
売
る
た
め

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
レ
イ

ア
ウ
ト
、
モ
デ
ル
な
ど
戦
後
の

50
年
代
と
60
年
代
の
ア
メ
リ
カ

の
消
費
文
化
を
象
徴
す
る
写
真

が
満
載
さ
れ
て
い
る
。

　

広
告
に
登
場
す
る
モ
デ
ル
の

99
％
が
白
人
と
い
う
の
も
時
代

を
反
映
し
て
い
る
。
購
買
力
が

あ
る
の
は
白
人
が
圧
倒
的
で
あ

り
、
消
費
文
化
を
支
え
て
い
た

の
は
紛
れ
も
な
く
白
人
だ
っ

た
。
公
民
権
運
動
前
の
時
代
に

つ
き
、
ア
メ
リ
カ
に
は
黒
人
は

ま
る
で
存
在
し
て
い
な
い
か
の

ご
と
く
広
告
に
は
白
人
し
か
登

場
し
て
い
な
い
。
私
た
ち
日
本

人
が
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
豊
か

で
お
お
ら
か
な
ア
メ
リ
カ
を
意

識
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
白
人

の
顔
し
か
な
い
こ
と
に
気
づ

く
。
黒
人
社
会
と
白
人
社
会
へ

の
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
が
分
断
さ

れ
て
い
た
の
だ
。
広
告
は
限
り

な
く
美
し
く
半
世
紀
前
へ
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
を
大
い
に
掻
き
立

て
る
が
、
一
方
で
多
人
種
社
会

で
あ
る
こ
と
を
黙
殺
し
た
時
代

で
あ
っ
た
こ
と
も
強
く
感
じ
さ

せ
る
本
だ
。　
　
　
　

︵
三
浦
︶

20 世紀の広告黄金時代
Jim Heimann & Steven Heller・著

 TASCHEN・刊

■思考中毒になる！（齋藤孝、幻冬舎新書）明治大学教授
で『声に出して読みたい日本語』の齋藤先生が思考するこ
と＝思考中毒になることの重要さと方法を教える。例えば
コンビニのスイーツを食べた時に作り手の工夫に気づけば
感動して尊敬する。発見した工夫を自分の仕事に生かそう
とする。■その日の後刻に（グレイス・ペイリー／村上春
樹訳、文藝春秋）村上春樹が翻訳したペリーの短編集、第
3 集にして最後の作品集の文庫化。ペリーはロシア系ユダ
ヤ人の両親から 1922 年にブロンクスで生まれ、2007 年
に 84 歳の生涯を閉じた。詩人・作家・政治活動家でコロ
ンビアで文芸を教えていた。17 の短篇＋エッセイ + ロン
グインタビュー＋訳者あとがきと贅沢な一冊。■十字架の
カルテ（知念実希人、小学館）精神鑑定の第一人者であ
る影山司。「光陵医大付属雑司が谷病院」の院長でもある。
初期臨床研修を終えた弓削凛は 4 月からこの病院に配属さ
れて影山司の助手となった。シャーロック・ホームズとワ
トソン博士のコンビのように精神鑑定が必要とされる事件
をふたりが解決する短編集。■おとなのまんなか（松浦弥
太郎、PHP 文庫）著者は 50 歳は仕上げに入る歳というイ
メージがあったが、50 歳になり新しいことをするスター
トアップにしてもいいのではないかと思ったという。失敗
しても戻れるところが「きほん」であり、自分の真ん中に
あるの「きほん」についてお金、友人、ファッションなどのトピックを語る。
■あなたの不安を解消する方法がここに書いてあります（吉田尚記、河出書
房新社）14 歳の時に切実だった問題である「不安」について書かなければ
と思ったのが本書だ。ラジオパーソナリティなので相談スタイルはラジオの
悩み相談になっているのがユニークだ。アドラー心理学も学び、アニメやゲー
ムについても詳しく 14 歳の心に響く実践方法を教える。■ 50 代、足してい
いもの、引いていいもの（岸本葉子、中央公論新社）50 歳になると合わな
くなるもの、いらないものが判明する一方で、取り入れたいもの、欲しくな
るものが分かってきた。フランス製の鋳物ホーロー鍋は保温性も抜群で料理
を美味しくする優れものだが重くて持てなくなったなど 50 代だからのエッ
セイ集。（菊田幸乃）  書籍・資料協力＝紀伊國屋書店 NY 本店

　

考
え
る
こ
と
は
何
か
を
生
み
出
す
。
村
上
春
樹
が
虜
に
な
っ
た
作
品
を
翻
訳
。
精

神
鑑
定
医
と
助
手
が
事
件
の
真
相
を
暴
く
。
男
性
が
50
代
に
な
っ
て
思
う
こ
と
。
不

安
だ
ら
け
の
14
歳
の
不
安
解
消
法
。
女
性
が
50
代
に
な
っ
て
分
か
る
こ
と
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

ア
メ
リ
カ
の
お
化
け
と
仲
良
し
に

　

ま
も
な
く
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
季
節
が
や
っ
て

く
る
。
ア
メ
リ
カ
の
お
化
け
は
ど
こ
か
陽
気
だ
。

墓
か
ら
出
て
く
る
ゾ
ン
ビ
は
会
話
が
通
じ
な
い

と
い
う
意
味
で
怖
い
が
、
一
反
木
綿
の
よ
う
な

白
い
布
の
お
化
け
を
ど
う
し
て
西
洋
人
が
怖
が

る
の
か
い
ま
ひ
と
つ
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
ど

こ
が
怖
い
の
か
と
聞
い
て
も
始
ま
ら
な
い
。
怖

い
も
の
は
怖
い
の
だ
か
ら
。
そ
ん
な
白
い
お
化

け
を
カ
ー
テ
ン
に
し
た
り
、
シ
ー
ツ
に
し
た
り

す
る
魔
女
の
少
女
の
お
話
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

ス
ト
ー
リ
ー
が
優
し
い
英
語
で
読
み
聴
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
２
〜
３
歳
向
け
。

Ghosts in the House!
Kazuko Kohara
SQUARE FISH

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
１
１
６
丁
目

に
あ
る
原
宿
ク
レ
ー
プ
専
門

店
﹁
ク
レ
ー
プ
マ
ス
タ
ー
﹂
の

２
号
店
と
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ

プ
が
コ
ラ
ボ
し
た
﹁
ア
ラ
イ

ン
・
コ
ー
ヒ
ー
／
ク
レ
ー
プ
マ

ス
タ
ー
﹂
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
オ
ー
ナ
ー

の
あ
や
さ
ん
が
地
下
鉄
Ｍ
線

H
ew

es

駅
近
く
の
店
舗
を
契

約
し
た
の
が
今
年
２
月
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
一
時
は
開
店

を
諦
め
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
娘
に
﹁
マ
マ
の
夢
だ
っ
た

ん
で
し
ょ
？
﹂
と
背
中
を
押
し

て
も
ら
い
、
７
月
に
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

か
ら
２
か
月
あ
ま
り
、
い
ま
で

は
毎
日
、
と
き
に
は
１
日
に
２

度
も
来
て
コ
ー
ヒ
ー
と
あ
や
さ

ん
と
の
会
話
を
楽
し
む
常
連
客

も
で
き
た
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

の
丁
寧
で
て
き
ぱ
き
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
で
ネ
ッ
ト
の
レ
ビ
ュ
ー

で
は
多
く
の
高
評
価
を
得
て
い

る
。
写
真
は
新
鮮
な
イ
チ
ゴ
、

チ
ョ
コ
チ
ャ
ン
ク
、
抹
茶
ク
リ

ー
ム
と
ホ
イ
ッ
プ
ヨ
ー
グ
ル
ト

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
﹁
抹
茶
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ク
レ
ー
プ
︵
12
ド

ル
50
セ
ン
ト
︶﹂。
小
さ
く
見
え

る
が
、
か
な
り
お
腹
い
っ
ぱ

い
に
な
る
の
で
コ
ー
ヒ
ー
と

セ
ッ
ト
で
ラ
ン
チ
に
ぴ
っ
た
り

だ
。
ま
た
オ
ー
ナ
ー
の
好
意
に

よ
り
、
読
者
特
典
と
し
て
来
店

し
ク
レ
ー
プ
を
オ
ー
ダ
し
た
際

に
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
を
見
た
﹂

と
言
う
と
、
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ

ー
︵
３
ド
ル
︶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

︵
10
月
15
日
ま
で
︶。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
注
文
はG

rubH
ub

、

Seam
less

、U
ber E

ats

、

Postm
ates

、O
deko

に
て
。

メ
ニ
ュ
ー
や
営
業
時
間
な
ど

の
詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

︵w
w

w
.in

stagram
.com

/
aligncoffee/

︶
を
参
照
。

Align Coffee/
Crape Master
319 Hooper Street, 

Brooklyn
347-272-0832　

 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

常
連
客
で
賑
わ
う

コーヒーと
クレープのコラボ

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
新
鮮
な

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
小
粒
納
豆
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
し
て
い

る
﹁Sankyodai N

atto

︵
三

兄
弟
納
豆
︶﹂
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
こ
の
納
豆
は
オ
ー
ナ

ー
の
荒
井
千
恵
子
さ
ん
が
10
年

前
に
カ
ン
ザ
ス
州
で
作
り
始
め

た
。
米
国
で
は
新
鮮
な
納
豆
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
納
豆
が
冷
凍

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き

た
て
の
納
豆
を
自
分
の
子
ど
も

た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う

一
心
で
手
作
り
す
る
よ
う
に
な

り
、
友
人
・
知
人
に
配
っ
た
と

こ
ろ
評
判
が
良
く
ビ
ジ
ネ
ス
に

し
た
と
い
う
。

　

納
豆
に
使
用
さ
れ
る
豆
は
オ

ー
ナ
ー
の
荒
井
さ
ん
自
身
が
カ

ン
ザ
ス
州
の
農
家
に
足
を
運
び

信
頼
で
き
る
農
家
か
ら
仕
入

れ
、
買
い
付
け
て
い
る
。
一
つ

一
つ
悪
い
豆
を
取
り
除
き
、
良

い
豆
だ
け
を
残
し
て
何
度
も
水

洗
い
し
て
発
酵
、
１
週
間
弱
か

け
て
作
ら
れ
る
。
仲
介
者
や
ス

ト
ア
を
な
く
し
発
酵
か
ら
配
送

ま
で
自
身
で
行
う
た
め
、
新
鮮

で
栄
養
が
あ
り
、
み
ず
み
ず
し

く
ぷ
り
ぷ
り
と
し
た
豆
本
来
の

味
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
。
冷
蔵
保
存
で
３
週
間
ほ
ど

保
存
で
き
る
。
三
兄
弟
納
豆
の

名
前
の
由
来
は
、
３
人
の
息
子

さ
ん
か
ら
。
長
男
が
大
学
に
進

学
し
た
の
を
機
に
カ
ン
ザ
ス
か

ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
転
居
し
、　

今
で
は
専
攻
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
を
生
か
し
て
、

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ト
ア
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
か
ら
配
達
ま
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
全
般
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
と
い
う
。

　

荒
井
さ
ん
は
﹁
将
来
は
特
有

の
に
お
い
や
粘
り
が
苦
手
な
方

に
も
食
べ
や
す
い
よ
う
納
豆
を

使
っ
た
新
商
品
も
開
発
し
た

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

価
格
は
１
パ
ウ
ン
ド
︵
約

４
５
０
グ
ラ
ム
︶
17
ド
ル
。
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
オ
ー
ダ
ー
可

能
、
35
ド
ル
以
上
の
購
入
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
は
宅
配
無

料
。
注
文
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

sankyodai.com
 

ま
た
は
電

話
９
１
３
・
７
４
２
・
３
４
１
５

に
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
受

け
て
い
る
。
今
な
ら
注
文
時

に
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
見
た

と
記
入
す
る
と
ビ
ー
ツ
生
姜
茶

の
サ
ン
プ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
れ
る
。
直
販
の
他
、
Ｎ

Ｙ
農
場
フ
レ
ッ
シ
ュ
︵w

w
w

.
nynojofresh.com

︶

で

も

取
り
扱
い
始
め
た
。

冷
凍
さ
れ
て
い
な
い

新
鮮
さ
が
人
気

三兄弟納豆

手づくりで

http://www.instagram.com/
http://www.instagram.com/
http://www.instagram.com/
http://www.nynojofresh.com
https://www.hondag.com
http://kkobo.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
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Ｎ
Ｙ
流
お
も
て
な
し
を
テ
ー

マ
に
料
理
教
室
に
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ミ
ナ
ー
、
そ
し
て
現
在
オ
ン

ラ
イ
ン
で
世
界
か
ら
料
理
好
き

が
参
加
す
る
﹁
バ
ー
チ
ャ
ル
サ

ロ
ン
﹂
を
主
宰
す
る
コ
ル
ト
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
代
表
取
締
役
の

ひ
で
こ
コ
ル
ト
ン
さ
ん
。

　

同
サ
ロ
ン
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

日
々
の
料
理
や
レ
シ
ピ
の
ア
イ

デ
ア
に
困
っ
て
い
る
人
、
外
食

も
ま
ま
な
ら
ず
自
宅
で
簡
単
に

レ
ス
ト
ラ
ン
の
味
を
再
現
し
た

い
人
、
そ
し
て
こ
の
機
会
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
﹁
テ
ー
ス
ト
﹂

や
﹁
お
も
て
な
し
﹂
の
腕
を
あ

げ
た
い
人
な
ど
な
ど
、
会
員
同

士
が
交
流
で
き
る
新
タ
イ
プ
の

ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
そ

う
だ
。

　

今
回
は
そ
ん
な
ひ
で
こ
さ
ん

お
う
ち
で
ま
っ
た
り
フ
ル
コ
ー

ス
、
Ｎ
Ｙ
＊
お
も
て
な
し
料
理

6

に
、
林
檎
に
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
、

ス
ク
ア
ッ
シ
ュ
に
マ
ッ
シ
ュ
ル

ー
ム
と
い
っ
た
季
節
の
食
材
を

使
い
、
カ
ク
テ
ル
か
ら
ス
イ
ー

ツ
ま
で
秋
の
自
宅
で
の
お
料
理

を
フ
ル
コ
ー
ス
で
楽
し
め
る

﹁
ひ
で
こ
さ
ん
王
道
の
レ
シ
ピ
﹂

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

　

﹁
フ
ル
コ
ー
ス
と
い
っ
て
も

ど
れ
も
簡
単
に
作
れ
て
日
々
の

ク
ッ
キ
ン
グ
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
け
る
も
の
ば
か
り
。
美
味

し
さ
は
元
気
の
源
、
家
族
や
大

切
な
人
を
笑
顔
に
し
ま
す
。
そ

し
て
心
身
の
健
康
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
日
々
の
食
事
が
﹃
あ

な
た
を
作
り
﹄
、
そ
し
て
﹃
パ

ワ
ー
を
生
み
出
す
﹄
の
で
と
っ

て
も
重
要
で
す
﹂
と
言
っ
て
ま

ず
最
初
に
作
っ
た
の
は
、
見
た

目
も
気
分
が
上
が
る
ひ
で
こ
さ

ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
﹁
ク

ひでこコルトン
COLTONS NEWYORK

代表取締役
NY ＊おもてなし料理家と
して、またライフスタイル
ブランディング講師として
幅広く活躍中。VIRTUAL 
SALON by Hideko Colton 
New York 著 書「NY の お
もてなしレシピ」（講談社）

「ニューヨーク流自分を魅
せる力」（WAVE 出版）
公式ページ
www.hidekocolton.com

Chicken Marsala （４人分）

＜材料＞
鶏肉（胸肉、骨なし）: 2 lbs　
小麦粉：大さじ３
ガーリックパウダー：小さじ 1/2
塩：小さじ 1/2
胡椒：小さじ 1/4
オリーブオイル：大さじ１

無塩バター：大さじ３
マッシュルーム：３カップ
玉ねぎ：1/2 個（微塵切り）
マサラワイン：１カップ
チキンストック（チキンスープの素）：1.5
カップのスープ
オレガノ：４本
タイム：４本
塩胡椒：少々

イタリアンパセリ：お好みで（飾り用）
＜作り方＞
1. 鶏肉に小麦粉ミックスをまぶす。
2. 大きなフライパンにオリーブオイルを中
火で熱し、バターを大さじ１加え両面約３
分色よく焼きあげ取り皿にとっておく。
3. 残りのバターをフライパンに入れ、玉ね
ぎを炒め（約５分）、マッシュルームを加
え更に５分間炒める。

4. オレガノとタイムを加え、マサラワイン
を注ぎ一旦沸騰させたらよくかき混ぜ、ワ
インが約半量になるまで煮詰める。
5. チキンストックを加え更に５分間煮たら
ソテーしたチキンを入れソースが煮詰まる
までさらに７分間調理する。塩胡椒で味を
整えて出来上がり！（盛り付けの際フレッ
シュなタイム（分量外）または微塵切りに
したパセリをのせると綺麗です。）

バーチャルサロンでもご紹介
した私の特製ドレッシングは、
隠し味に醤油がきいたレモン
風味。
林檎やスクアッシュ、そして
南瓜などの甘みをより一層爽
やかに引き立て旨味が増しま
す。
＜材料＞
バターナッツスクアッシュ：
３カップ（サイコロ状）
りんご：１個（サイコロ状）
ボストンレタス、アルグラ、
スピナッチのグリーンミック
ス：約８カップ
Red Onion（ 紫 玉 ね ぎ ）：1/4
個（薄くカット）
ピーカンナッツや胡桃等：
1/2 カップ
＊ドレッシング
アップルサイダービネガー：
大さじ２
エクストラバージンオリーブ
オイル（EVOO）：大さじ４
レモンゼスト（皮すりおろし）：
大さじ１

レモン汁：大さじ４
醤油：大さじ１
蜂蜜：大さじ１　
塩：小さじ１
胡椒：少々
＜作り方＞
1. 鍋にお湯を沸騰させ塩を入
れ（海水程度）スクアッシュ
が柔らかくなるまで約３分間
茹でたら、鍋から取り出し冷
ましておく。
2. 林檎は芯を取り除きサイコ
ロ状に切る。
3. ドレッシング：小さいボー
ルにレモンの皮とレモン汁、
醤油、蜂蜜、エクストラバー
ジンオリーブオイルを入れて
よく混ぜ塩胡椒で味を整える。
4. サラダボールにグリーン
ミックス、薄切りにしたレッ
ドオニオン、茹でたスクアッ
シュ、林檎を入れドレッシン
グを満遍なくかける。
5. トップに胡桃をのせて出来
上がり。

ラ
ン
ベ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
﹂。
見

た
目
美
し
く
、
泡
で
ク
ラ
ン
ベ

リ
ー
が
上
下
に
動
く
の
も
ま
さ

に
﹁T

H
E

 PA
R

T
Y

﹂
と
い

っ
た
感
じ
だ
。
こ
の
グ
ラ
ン
マ

ニ
エ
漬
け
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
は
バ

ニ
ラ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
フ
レ

ッ
シ
ュ
リ
コ
ッ
タ
チ
ー
ズ
の
上

に
か
け
て
デ
ザ
ー
ト
に
サ
ー
ブ

し
て
も
と
っ
て
も
美
味
と
の
こ

と
。
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と

Harvest Salad （４人分）

は
、
ビ
ス
コ
ッ
テ
ィ
と
マ
サ
ラ

ワ
イ
ン
、
ま
た
は
コ
ニ
ャ
ッ
ク

で
、
お
好
み
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
も
添
え
て
﹁
あ
っ
と
い
う
間

に
手
が
込
ん
だ
︵
よ
う
に
見
え

る
︶デ
ザ
ー
ト
の
出
来
上
が
り
。

︵
笑
い
︶。
ご
家
庭
で
も
時
に
は

気
分
を
変
え
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
よ
う
に
フ
ル
コ
ー
ス
で
﹃
お

も
て
な
し
﹄
を
楽
し
ん
で
み
て

は
？ 

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
﹂
と
チ

ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔
を
見
せ

た
。
お
料
理
と
ス
マ
イ
ル
が
何

よ
り
の
お
も
て
な
し
だ
。

＊
ビ
ス
コ
ッ
テ
ィ
の
レ
シ
ピ

及
び
バ
ー
チ
ャ
ル
サ
ロ
ン
で

毎
月
開
催
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
ク

ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
を
無
料
で

試
さ
れ
た
い
方
は
、w

w
w

.
hidekocolton.com

 
ま
で
。

http://www.hidekocolton.com
http://www.hidekocolton.com
http://www.hidekocolton.com
http://www.hidekocolton.com
https://kikkomanusa.com/
tel:2013274555
https://www.myhappytummyclub.com/
http://www.ojfd.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
発
祥

ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
は
い
つ

も
食
卓
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。
挽
肉
と
玉
ね
ぎ
、
パ
ン

粉
、
卵
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
焼
き

上
げ
て
煮
込
む
旨
味
た
っ
ぷ
り

の
肉
料
理
で
す
。
秋
野
菜
を
添

え
て
、
食
欲
の
秋
に
ぴ
っ
た
り

な
一
品
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
り
方

①
Ａ
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
よ
く

混
ぜ
込
み
、
３
つ
の
円
型
に
し

て
お
く

②
ソ
ー
ス
作
り　

フ
ラ
イ
パ
ン

で
Ｃ
の
材
料
を
バ
タ
ー
で
炒

め
、
Ｂ
の
ケ
チ
ャ
プ
類
を
入
れ

て
数
分
煮
込
み
ソ
ー
ス
を
作
る　

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
バ
タ

ー
を
入
れ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
強
火

で
焼
き
色
付
け
る
。
２
の
ソ
ー

ス
を
加
え
、
５
分
位
煮
込
ん
で

仕
上
げ
る
。
野
菜
類
は
軽
く
バ

タ
ー
で
炒
め
て
添
え
る

材料（３人分）
Ａ 挽肉 ........................................ 400 ｇ
 パン粉 ................................ １カップ

（牛乳 50 ｍｌ混ぜて）
  全卵大 ....................................... １個
  玉ねぎ（炒めて） ..................... 1/2 個　
 ナツメグ・調味料 ..................... 適量
 ＊付け合わせ野菜：
 カボチャ、カリフラワー、アスパラ、
 ニンジン、シメジ茸　各々
Ｂ ソース用
　 ケチャップ .......................1/2 カップ
　 ウスターソース ................1/4 カップ
　 醤油 ........................................... 大２
　 みりん ........................................大 1
Ｃ 玉ねぎみじん切り
 スライスマッシュルーム .......... ２個
 トマト角切り ............................ 大３
 バター ....................................... 敵量

ドイツ風ハンバーグステーキ
German style Hamburg steak

　

大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ャ

ス
ト
・
ボ
ー
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
・

コ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
社
は
こ
の

ほ
ど
、
小
鳥
型
の
マ
シ
ュ
マ
ロ

﹁
ピ
ー
プ
ス
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、

ク
リ
ス
マ
ス
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

デ
ー
限
定
の
デ
ザ
イ
ン
商
品
を

今
シ
ー
ズ
ン
は
販
売
し
な
い
こ

と
を
発
表
し
た
。 

　

同
社
は
今
年
３
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
工
場
を

閉
鎖
し
、
新
た
な
安
全
対
策
の

も
と
５
月
に
生
産
を
再
開
し

た
。
生
産
量
が
限
ら
れ
る
な

か
、
主
要
の
イ
ー
ス
タ
ー
用
の

黄
色
い
小
鳥
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
の

需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ほ

か
の
祝
日
用
の
商
品
の
生
産
は

諦
め
ざ
る
を
得
な
い
決
断
に
至

っ
た
、
と
同
社
は
声
明
で
伝
え

て
い
る
。 

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

マシュマロ
ピープス 

ホリデー用製造中止

　

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
、
自
宅
で
簡
単
に

作
れ
る
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
寿
司
の
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

﹁
美
味
な
創
作
：
ヴ
ィ
ー
ガ
ン

寿
司
﹂
を
10
月
７
日
︵
水
︶
午

後
６
時
30
分
か
ら
開
催
す
る
。

ロ
ン
ド
ン
在
住
で
﹃Sushi at 

H
om

e

﹄
の
著
者
、
五
味
由
記

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
風
味
豊

か
な
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
お

寿
司
の
作
り
方
を
紹
介
す
る
。　

　

参
加
費
は
一
般
25
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
・
学
生
・
シ
ニ
ア
は
22

ド
ル
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

１
時
間
、
ズ
ー
ム
ア
プ
リ
を

利
用
す
る
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
japansociety.org/

を
参
照
。

Ｊ
Ｓ
は
、
１
９
０
７
年
︵
明
治

４
０
年
︶
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

設
立
さ
れ
た
米
国
の
民
間
非
営

利
団
体
。
全
米
最
大
の
日
米
交

流
団
体
と
し
て
、
両
国
間
の
相

互
理
解
と
友
好
関
係
を
促
進
す

る
た
め
、
多
岐
に
渡
る
活
動
を

1
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け

て
い
る
。

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
寿
司

自
宅
で
簡
単
に

　

ド
ラ
マ
誕
生
か
ら
20
周
年

と
な
る
﹁
相
棒season19

﹂、

波
瑠
主
演
の
恋
愛
弱
者
の
ラ
ブ

コ
メ
デ
ィ
﹁
♯
リ
モ
ラ
ブ�

普

通
の
恋
は
邪
道
﹂、
東
野
圭
吾

原
作
、
妻
夫
木
聡
主
演
の
ラ
ブ

サ
ス
ペ
ン
ス
﹁
危
険
な
ビ
ー
ナ

ス
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

新
キ
ャ
ス
ト
も
加
わ
り
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
﹁
ル
パ
ン
の
娘

(

２
０
２
０)

﹂
も
登
場
。
さ
ら

に
、
浜
辺
美
波
と
岡
田
将
生
ダ

ブ
ル
主
演
の
ド
ラ
マ
10
﹁
タ

リ
オ 

復
讐
代
行
の
2
人
﹂
と
、

上
川
隆
也
主
演
の
プ
レ
ミ
ア
ム

ド
ラ
マ
﹁
一
億
円
の
さ
よ
う
な

ら
﹂
も
始
ま
る
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
24
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
松

岡
茉
優
主
演
、
三
浦
春
馬
共
演

の
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
﹁
お
カ
ネ
の

切
れ
目
が
恋
の
は
じ
ま
り
﹂や
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る

﹁
半
沢
直
樹
﹂
も
見
逃
せ
な
い
。

　

映
画
は
2
作
。
生
徒
と
教
師

の
絆
を
描
い
た
重
松
清
の
同
名

小
説
を
堤
真
一
主
演
で
映
画
化

し
た
﹁
泣
く
な
赤
鬼
﹂
と
、
松

坂
桃
李
主
演
、
佐
伯
泰
英
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
初
映
画
化

し
た
﹁
居
眠
り
磐
音
﹂
を
放
送

す
る
。 ９月放送予定９月放送予定

TV ジャパンTV ジャパン

ドラマが
もりだくさん

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.japansociety.org/
http://www.japansociety.org/
http://www.japansociety.org/
http://jmart-usa.com/en/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
tel:2122136069
tel:2122136069
http://www.salon-oasis.net
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.idocenter.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学

園
︵
借
用
校
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
Ｐ

Ｓ
２
６
１
、
児
童
・
生
徒
数

１
１
３
人
︶
は
12
日
、Zoom

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
始

業
式
・
入
園
式
を
開
催
し
た
。

例
年
よ
り
１
時
間
以
上
早
い
開

催
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

開
始
時
間
に
は
新
学
期
へ
の
期

待
に
胸
膨
ら
ま
せ
た
児
童
・
生

徒
が
続
々
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
に
入
室
。
モ
ニ
タ
ー
に
は

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
笑
顔

が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
た
。

　

学
園
か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、

新
入
園
生
のPre-K

の
子
ど

も
た
ち
に
向
け
、
学
園
恒
例
の

日
本
語
の
学
び
を
助
け
る
ヒ
ー

ロ
ー
﹁
日
本
語
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹂

が
登
場
。
ス
ラ
イ
ド
でPre-K

ク
ラ
ス
の
楽
し
い
授
業
風
景
の

紹
介
と
在
園
生
か
ら
の
歓
迎
の

挨
拶
が
続
い
た
。
各
学
年
の
担

任
か
ら
は
新
学
期
に
あ
た
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
へ
温
か
い
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

た
。
始
業
式
・
入
園
式
の
後
は

各
学
年
に
分
か
れ
て
早
速
授
業

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
熱

心
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

た
。

　

同
学
園
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
休
校
措
置
後
、
３
月
21
日
よ

りZoom
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
﹁
わ
く
わ
く
ラ
イ

ン
﹂
を
開
始
。
夏
休
み
中
も
オ

ン
ラ
イ
ン
の
サ
マ
ー
ク
ラ
ス

﹁
き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
﹂
を
10
日

間
開
催
し
た
。
新
学
期
も
引
き

続
き
、
各
学
年
で
工
夫
を
凝
ら

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

オ
ン
ラ
イ
ン
始
業
式
と
入
園
式

　

６
か
月
ぶ
り
に
オ
ン
サ
イ
ト

で
の
保
育
を
再
開
し
た
リ
セ
・

ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
は
８

日
、
全
日
制
幼
児
ク
ラ
ス
の
入

園
式
・
始
業
式
を
行
っ
た
。
久

し
ぶ
り
に
登
園
し
た
子
ど
も
た

ち
も
、
９
月
か
ら
入
園
し
初
め

て
校
舎
に
入
る
子
ど
も
た
ち

も
、
初
め
は
緊
張
し
た
面
持
ち

だ
っ
た
が
だ
ん
だ
ん
と
打
ち
解

け
、
自
分
の
ロ
ッ
カ
ー
や
席
も

覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
式
で

は
姿
勢
も
良
く
校
長
の
目
を
見

て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
2

学
期
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は
み

ん
な
で
お
や
つ
を
食
べ
、
今
年

度
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や
今
月
の

歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
自
己

紹
介
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
教

員
た
ち
も
や
っ
と
直
接
元
気
な

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
安
心
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
、
友
達
や
先
生
と
の
関

わ
り
を
通
し
て
学
校
で
の
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
成
長
を
期
待
し

て
い
る
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

全
日
制
入
園
・
始
業
式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
幼

稚
園
︵
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
河
野

茂
︶
で
は
８
日
か
ら
対
面
に
よ

る
園
舎
内
で
の
保
育
が
始
ま
っ

た
。
同
様
に
週
末
部
門
︵
幼
児

部
・
小
学
部
︶
も
５
日
、
６
日

よ
り
２
学
期
が
始
業
し
た
。
同

園
は
、
園
舎
内
、
教
具
等
の
徹

底
し
た
消
毒
、
定
期
的
な
園
舎

内
の
換
気
、
各
テ
ー
ブ
ル
へ
の

ス
ニ
ー
ズ
ガ
ー
ド
導
入
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
徹
底

等
、
感
染
対
策
に
細
心
の
注
意

を
払
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保

健
局
の
許
可
を
得
て
、
い
ち
早

く
オ
ー
プ
ン
を
実
現
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
長
期
に
渡

っ
て
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
の

友
だ
ち
と
の
再
会
に
終
始
笑
顔

と
な
っ
た
。﹁
ず
っ
と
家
に
い

た
の
で
久
し
ぶ
り
に
幼
稚
園
に

来
ら
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
﹂

﹁
友
だ
ち
に
早
く
会
い
た
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
友
だ
ち
と
遊
ぶ

の
が
楽
し
み
﹂
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

が
幼
稚
園
に
来
ら
れ
た
嬉
し
さ

を
抑
え
き
れ
な
い
様
子
で
あ
っ

た
。

　

２
０
２
０
年
度
４
月
よ
り
、

幼
児
教
室
い
ち
ご
組
で
は
２
歳

６
か
月
の
園
児
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
て
い
る
。
詳
細
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

Ｅ

メ

ー

ル

frien
d

s.
nyikuei@

gm
ail.com

ま

で

問
い
合
わ
せ
を
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

２
学
期
始
業

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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mailto:friends.nyikuei@gmail.com
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Ｑ
　
高
校
生
の
息
子
を
連
れ
て

駐
在
中
で
す
。
学
齢
期
に
な
っ

て
か
ら
初
め
て
の
駐
在
で
あ
り

出
発
前
に
は
本
人
が
納
得
で
き

る
よ
う
丁
寧
に
話
し
合
っ
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
い
ざ
現
地
で

の
生
活
が
始
ま
っ
て
み
る
と
予

想
以
上
に
困
難
が
あ
り
ま
し

た
。
生
活
全
般
の
す
べ
て
に
お

い
て
な
か
な
か
馴
染
め
ず
、
内

に
こ
も
り
が
ち
で
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
ま
す
。
感
受
性
の
豊

か
な
時
期
で
も
あ
り
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
さ
せ
た
い
の
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
働
き
か
け
て
も

年
齢
的
に
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
親
が
で
き
る
こ
と
と
し
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
い
ず
れ
は
日

本
へ
帰
国
予
定
で
あ
り
大
学
進

学
を
見
据
え
て
気
を
付
け
て
お

く
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
学
習
面
で
は
家
庭
教
師
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
と
現
地
で
の
学

習
、
大
学
受
験
の
準
備
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
我
が
家
の

場
合
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
息
子
達
は

日
本
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ

ろ
か
ら
英
語
が
苦
手
で
日
々
の

授
業
が
英
語
に
な
る
こ
と
に
不

安
を
抱
え
て
の
出
発
で
し
た

が
、
一
方
で
「
何
と
か
な
る
だ

ろ
う
」
と
楽
観
的
な
こ
と
を
言

っ
て
い
た
の
も
覚
え
て
い
ま

す
。
赴
任
後
、
学
校
が
始
ま
る

ま
で
数
か
月
の
時
間
が
あ
っ
た

の
で
家
庭
教
師
を
頼
み
民
間
の

英
語
学
校
に
も
通
っ
て
準
備
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

は
、
実
力
を
つ
け
る
た
め
と
い

う
よ
り
は
英
語
の
環
境
に
慣
れ

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
親
と

し
て
は
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
こ

と
で
目
に
見
え
る
形
で
の
効
果

を
期
待
し
た
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ず
っ
と
英
語
が
苦
手
で
来

て
い
る
２
人
が
直
ち
に
向
上
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
英
語
を
話
す
相
手
が
目
の

前
に
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
、
そ
れ
だ
け
で
有

難
い
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
学

校
は
一
般
ク
ラ
ス
で
し
た
が
高

校
段
階
の
授
業
内
容
を
英
語
で

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は

相
当
に
努
力
が
必
要
で
し
た
。

英
語
が
苦
手
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
自
力
だ
け
の
学
習
は
無
理

が
あ
り
疲
労
し
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。
家
庭
教
師
、
語
学
学
校

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
の
中
か

ら
信
頼
で
き
る
、
お
子
様
に
相

性
の
良
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整

え
ら
れ
る
と
よ
い
で
す
ね
。
同

級
生
の
親
や
学
校
の
先
生
な
ど

話
し
て
み
る
と
意
外
な
と
こ
ろ

か
ら
紹
介
し
て
も
ら
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
周
囲
の
人

た
ち
と
関
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
帰
国
後
の
こ
と
が
気

に
な
り
日
本
の
学
習
内
容
に
も

触
れ
さ
せ
て
お
く
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
日
本
の
授

業
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
不
安
が

あ
り
、
一
時
帰
国
の
時
に
高
校

の
参
考
書
や
問
題
集
を
山
ほ
ど

買
い
込
み
ま
し
た
が
息
子
達
が

自
ら
開
い
た
こ
と
は
と
う
と
う

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
笑
）
。
現
地
の
学
校
の
学
習
で

精
一
杯
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
２

人
と
も
日
本
の
こ
と
は
一
旦
忘

れ
て
現
地
の
学
習
を
優
先
さ
せ

過
剰
な
疲
労
に
陥
ら
ず
に
過
ご

し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し

た
。
日
本
へ
の
帰
国
に
あ
た
り

高
校
へ
編
入
学
す
る
の
か
、
駐

在
地
で
高
校
を
卒
業
し
て
大
学

へ
進
む
の
か
進
路
は
さ
ま
ざ
ま

か
と
思
い
ま
す
が
「
駐
在
地
で

の
学
習
や
生
活
を
人
真
似
で
な

く
、
自
分
の
や
り
方
で
ど
の
よ

う
に
充
実
さ
せ
て
い
た
か
」
を

評
価
し
て
く
れ
る
学
校
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
は
現
地

で
の
学
校
の
学
習
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ま
れ
る
と
本
人
の
自

信
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
大
学
受
験
に
つ
い
て

で
す
。
日
本
の
大
学
受
験
を
お

考
え
で
し
た
ら
帰
国
生
入
試
情

報
を
つ
ね
に
チ
ェ
ッ
ク
な
さ
っ

て
く
だ
さ
い
。
以
前
は
小
論
文

と
面
接
の
定
型
的
な
試
験
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
現
在
は
各
大

学
で
多
様
な
試
験
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
学
部
ご
と
に
さ
ら
に

異
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で

す
。
そ
の
中
で
も
「
駐
在
地
で

し
か
で
き
な
い
生
活
や
経
験
を

ど
う
自
分
の
も
の
に
し
て
い
た

か
」
を
い
か
に
伝
え
ら
れ
る
か

が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
準
備
が
多
数
あ
る
の
で

受
験
資
格
や
締
め
切
り
な
ど
の

期
日
に
も
注
意
し
て
時
間
的
に

余
裕
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
日
々
生
活
し
て
い
く
中
で
変

化
が
生
ま
れ
、
本
人
の
気
持
ち

が
日
本
以
外
の
国
へ
の
進
学
に

向
く
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
海
外
大
学
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
お
か
れ
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
ど
こ
へ
行
く
こ

と
に
な
っ
た
と
し
て
も
大
切
に

し
た
い
の
は
本
人
が
ど
う
し
た

い
か
だ
と
思
い
ま
す
。
話
し
合

い
の
時
間
を
持
た
れ
て
よ
り
良

い
進
路
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

 

「
母
親
が
歩
い
て
見
た
帰

国
生
の
た
め
の
学
校
案
内
」

（
２
０
２
１
年
度
版
）
が
９
月

16
日
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
中
学
高
校
の

編
入
情
報
、
各
種
教
育
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

フレンズ帰国生母の会        片山教子相談員
滞在歴：ポーランド（４年）長男 出生〜３歳、次男 出生〜１歳、

イラン（２年）長男 高２〜高３、次男 高１〜高２
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー
部
門

（
上
妻
雅
浩
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）
の
育
英
サ
ン
デ
ー
ス
ク

ー
ル(

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

大
村
　
功
デ
ィ
レ
ク
タ
ー)

で

は
、
９
月
13
日
午
後
の
登
園
登

校
再
開
に
先
立
ち
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
〜
１
９
に
よ
る
学
園
閉
鎖
に

よ
っ
て
延
期
と
な
っ
て
い
た

２
０
１
９
年
度
幼
児
部
卒
園
式

と
２
０
２
０
年
度
幼
児
部
入
園

式
と
小
学
部
入
学
式
が
、
同
日

午
前
中
に
秋
晴
れ
の
も
と
学
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　
４
月
か
ら
８
月
ま
で
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
保
育
授
業
が
行
わ

れ
て
き
た
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル

も
、
同
日
よ
り
対
面
に
よ
る
保

育
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の

日
の
式
典
、
そ
し
て
対
面
で
の

保
育
授
業
を
待
ち
、
笑
顔
の
中

に
も
緊
張
気
味
の
新
入
生
、
新

入
園
児
が
保
護
者
に
手
を
引
か

れ
て
来
場
し
た
。
受
付
で
胸
に

お
祝
い
の
名
札
と
花
を
つ
け
て

も
ら
い
、
誇
ら
し
げ
に
会
場
へ

入
場
し
た
。
式
典
で
は
、
大
村

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
よ
り
、「
式
典

が
一
つ
の
節
目
と
な
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
も
一
つ
ひ
と
つ
の

節
目
を
迎
え
な
が
ら
、
竹
の
よ

う
に
す
く
す
く
と
成
長
し
て
ほ

し
い
。」
と
式
辞
が
あ
っ
た
。

　
同
学
園
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
９
月
８
日
よ
り
全
日
制
部

門
を
皮
切
り
に
、
９
月
12
日
に

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
校
（
半
場
綾
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、
９
月
13
日
に
サ

ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
（
大
村
　
功

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
で
対
面
で
の

保
育
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
１
０
３
丁
目
ウ
エ

ス
ト
の
全
日
制
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚

園
を
併
設
す
る
フ
レ
ン
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
（
河
野
　
茂
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
で
も
９
月
８
日
よ
り
対

面
で
の
保
育
授
業
が
再
開
さ
れ

て
い
る
。

　

同

サ

ン

デ

ー

ス

ク

ー

ル

へ

の

見

学
・

編

入

の

問

い

合

わ

せ

は
、

電

話
・

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

Ｅ
メ
ー
ル

Su
n

N
J.n

y
iku

ei@
g

m
ail.

com

サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
事

務
局
ま
で
。

育英サンデーで
卒園・入園入学式開く

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
土
曜
補
習
ク
ラ
ス
の
中
学
部

は
12
日
、
合
同
で
入
学
式
お
よ

び
２
学
期
の
始
業
式
を
行
っ

た
。
入
学
式
は
学
年
度
が
始
ま

っ
た
４
月
に
実
施
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
２
学
期
の
始
業

式
と
あ
わ
せ
て
実
施
。
高
松
さ

な
え
校
長
は
中
学
１
年
生
に

「
幼
児
部
か
ら
ず
っ
と
リ
セ
・

ケ
ネ
デ
ィ
に
通
っ
て
い
る
生
徒

さ
ん
ば
か
り
、
み
な
土
曜
日
に

日
本
語
を
勉
強
す
る
と
い
う
習

慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が

素
晴
ら
し
い
」
と
話
し
、
中
学

部
ク
ラ
ス
生
徒
全
員
に
は
「
目

を
あ
わ
せ
て
笑
顔
を
」
の
実
践

の
勧
め
が
あ
っ
た
。
高
学
年
か

ら
は
「
勉
強
は
難
し
く
な
る
け

れ
ど
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
激
励
の
言
葉
が
一
人

ひ
と
り
か
ら
贈
ら
れ
た
。
と
も

に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
、
最
後

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式

で
打
ち
上
げ
る
予
定
だ
っ
た
花

火
の
動
画
を
鑑
賞
し
て
、
和
や

か
に
式
を
終
了
し
た
。

リセ・ケネディ

補習中学部
入学・始業式

https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
mailto:SunNJ.nyikuei@gmail.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
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﹁
あ
れ
、
か
ん
な
は
？
﹂

と
、
マ
マ
が
言
っ
た
。
マ
マ
の

顔
が
白
く
な
っ
た
。

　

こ
の
話
は
、
姉
の
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
に
行
っ
た
時
の
話
で

す
。
わ
た
し
は
の
ん
気
に
、
あ

や
ち
ゃ
ん
と
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し

て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
マ
マ
と
か
ん
な
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お
腹

が
空
い
て
い
た
の
で
、
マ
マ
か

ら
お
金
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
間
に
、
か
ん
な
が
消
え
た
の

で
す
。

　

マ
マ
は
近
く
に
い
た
男
の
人

に
、
そ
ば
に
あ
っ
た
男
子
ト
イ

レ
に
女
の
子
が
い
な
い
か
見
て

く
だ
さ
い
と
た
の
み
ま
し
た
。

男
の
人
は
中
を
見
て
、
い
な
い

と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
走
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
が
始

ま
る
前
に
、
か
ん
な
が
そ
こ
で

遊
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
マ
マ

は
、
出
口
が
す
ぐ
そ
こ
だ
っ
た

の
で
、
だ
れ
か
に
か
ん
な
を
連

れ
て
行
か
れ
た
の
か
と
思
い
、

外
に
出
よ
う
と
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
マ
マ
は
そ
の
時
、
出
口

と
反
対
側
の
人
ご
み
の
中
に
か

ん
な
の
赤
い
い
ち
ご
の
リ
ュ
ッ

ク
を
見
つ
け
ま
し
た
。
マ
マ
は

す
ぐ
か
ん
な
の
所
に
行
き
、
か

ん
な
の
姉
が
レ
ー
ン
に
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
わ
た
し
に
伝
え

に
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
で
、
わ
た
し
は
か

ん
な
が
わ
た
し
に
と
っ
て
、
と

て
も
大
事
な
そ
ん
ざ
い
で
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
い
つ

も
わ
た
し
は
、
か
ん
な
が
き
ら

い
で
し
た
。
か
ん
な
は
お
も
ち

ゃ
を
散
ら
か
し
て
わ
た
し
の
や

る
事
を
増
や
す
し
、
わ
た
し
の

大
事
な
物
を
す
て
た
り
、
こ
わ

し
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

﹁
か
ん
な
な
ん
か
い
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
の
に
。﹂
と
言
っ
て
、

マ
マ
に
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
か
ん
な
が

ゆ
う
か
い
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
と
一
し
ゅ
ん
思
っ
て
、
あ
わ

て
た
こ
の
出
来
事
の
お
か
げ

で
、
か
ん
な
が
ど
ん
な
に
大
切

な
妹
で
あ
る
か
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●写真を必ず添え
て、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。
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             71 West 47th Street #307, New York, NY 10036
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週
一
回
土
曜
日
に
、
約
一
時

間
か
け
て
通
う
日
本
語
補
習

校
。
補
習
校
と
は
私
に
と
っ
て
、

い
つ
日
本
に
帰
っ
て
も
日
本
の

学
校
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
っ
か
り
準
備
さ
せ
て
く
れ
る

大
切
な
場
所
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
学
校
で

は
学
習
の
内
容
や
進
み
具
合
が

全
く
ち
が
う
の
で
、
補
習
校
に

行
か
な
い
と
日
本
の
勉
強
に
つ

い
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
補

習
校
で
す
る
勉
強
を
家
で
一
人

で
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
私
に
は

難
し
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
授
業
中
は
飲
食
禁
止

だ
っ
た
り
日
本
的
な
ふ
る
ま
い

が
求
め
ら
れ
な
ど
、
日
本
で
は

当
た
り
前
の
礼
儀
や
常
識
を
思

い
出
さ
せ
、
身
に
つ
け
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
友
達
と
日

本
語
で
交
流
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
ほ
っ
と
す
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
週
に
五
日
は
英
語
づ

け
の
毎
日
で
す
が
、
こ
の
日
は

友
達
と
の
会
話
も
頭
を
使
わ
ず

に
自
然
に
言
葉
が
出
て
来
る
の

で
、
の
び
の
び
と
す
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

毎
日
が
大
変
な
の
で
、
週
末

は
ゆ
っ
く
り
ね
ぼ
う
し
た
い

な
と
思
っ
た
り
、
宿
題
が
終
わ

ら
な
そ
う
な
時
は
行
き
た
く
な

い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
、
補
習
校
は
未
来

の
、
そ
し
て
今
の
自
分
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
な
場
所
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

通
い
続
け
ま
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
10
か
月
︶

 ﹁
い
ち
ご
の
リ
ュ
ッ
ク
﹂

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
５

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
沙
良

　

こ
の
な
つ
や
す
み
で
一
ば
ん

た
の
し
か
っ
た
こ
と
は
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
つ
り
を
し
た

こ
と
で
す
。

　

さ
い
し
ょ
は
五
月
に
お
と
う

さ
ん
と
シ
ェ
ン
リ
ー
こ
う
え
ん

の
い
け
で
、
あ
み
で
お
た
ま
じ

ゃ
く
し
を
つ
か
ま
え
て
い
ま
し

た
。
六
月
ぐ
ら
い
に
は
、
あ
し

が
あ
る
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
つ

か
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
手
が
は
え
て
き
た
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
や
、
か
え
る
を
つ

か
ま
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
は
じ
め
て
お
か
あ

さ
ん
と
い
け
へ
い
っ
た
と
き
、

は
じ
め
て
の
さ
か
な
を
と
り
ま

し
た
。
そ
の
さ
か
な
の
な
ま
え

は
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
で
し
た
。
な

ま
ず
や
パ
ン
プ
キ
ン
シ
ー
ド
も

つ
か
ま
え
ま
し
た
。
そ
の
日
の

ば
ん
ご
は
ん
の
ま
え
に
テ
レ
ビ

で
つ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
て
、お
と
う
さ
ん
に
﹁
つ

り
ざ
お
が
ほ
し
い
。﹂
と
い
い

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
つ
ぎ
の

日
に
か
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ま
い
に
ち
い
け
や

み
ず
う
み
に
つ
り
に
い
き
ま
し

た
。
ず
か
ん
も
か
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
、
さ
か
な
の
な
ま
え
が

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
お
友
だ
ち
の
お
と
う
さ
ん

に
小
川
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら

っ
た
と
き
、
大
き
い
さ
か
な
が

二
ひ
き
つ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
つ
り

を
し
て
、
大
き
い
さ
か
な
を
つ

り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
７
年
︶

　

ぼ
く
は
、
な
つ
や
す
み
の
あ

い
だ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
い

き
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
す
き

な
ス
ポ
ー
ツ
は
サ
ッ
カ
ー
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
あ
り
な
か
な
か

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
た
の
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
ボ
ー
ル
タ

ッ
チ
の
れ
ん
し
ゅ
う
、
し
あ
い

を
し
ま
し
た
。
と
て
も
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
が
、
コ
ー
チ
に

や
り
か
た
を
お
し
え
て
も
ら
っ

て
、
す
こ
し
う
ま
く
な
り
ま
し

た
。

　

し
あ
い
で
は
、
な
か
な
か
ゴ

ー
ル
を
き
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
ま
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

と
も
だ
ち
と
た
た
か
え
て
た
の

し
か
っ
た
で
す
。
し
あ
い
が
い

ち
ば
ん
す
き
な
の
で
、
が
ん
ば

っ
て
つ
よ
く
な
っ
て
、
つ
ぎ
は

ゴ
ー
ル
を
き
め
た
い
で
す
。
も

っ
と
た
く
さ
ん
れ
ん
し
ゅ
う
し

て
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
せ
ん
し

ゅ
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
３
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
私
に
と
っ
て
補
習
校
と
は
﹂

　
　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
凛
咲

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　
ぼ
く
は
、
友
達
を
は
げ
ま
す
事

は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
友
達
も
ぼ
く
た
ち
を

助
け
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
以
前
日
本
の
学
校

で
友
達
と
言
い
合
い
を
し
て
、

相
手
に
バ
カ
に
さ
れ
た
事
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
仲
の
い

い
友
達
に
﹁
大
丈
夫
？
﹂
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
、
大
丈
夫
、

と
い
う
言
葉
が
ぼ
く
の
心
を
な

ぐ
さ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ぼ
く
を
心
配
し
て
く
れ
た

そ
の
気
持
ち
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
の

で
、
友
達
が
お
ち
こ
ん
で
い
た

ら
、
ぼ
く
は
必
ず
﹁
大
丈
夫
？
﹂

と
聞
き
ま
す
。
友
達
は
大
切
だ

か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□　
　

「はげます言葉」
　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　東樹　一輝

 ﹁
つ
り
﹂

　
　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
い
つ
　
は
る
き

﹁
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
﹂

　
　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
か
わ　

こ
う
た

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
す
ぐ
近
く
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
イ
ー
ス
ト
に
あ

る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
・
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
ア
ル
コ
ー
ブ
ス
タ

ジ
オ
。
ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
付
き
で
、
十
分
な

収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
床
は
綺
麗
に
補
修
さ
れ
、
壁
の
ペ

ン
キ
も
塗
り
替
え
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
も
新
し
い
も
の
に
取
り
替

え
ら
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
入
居
が
可
能
な
レ
ン
タ
ル
物
件
だ
。

４
５
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
と
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
と
し
て

は
十
分
な
広
さ
が
あ
り
、
近
く
に
は
日
系
食
料
品
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
も
あ
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
暮
ら
し
を
始
め
る
に
は
最

適
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
不
動
産
市
場
は
、
こ
の
春
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
空
室
率
が
高
ま
っ
て

お
り
、
家
賃
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
中
間
価
格
は
10
％
も
下
落

し
た
。
写
真
の
部
屋
も
、
今
年
初
め
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
価
格
で
は

家
賃
が
２
８
０
０
ド
ル
だ
っ
た
が
、
現
在
は
２
５
０
０
ド
ル
ま

で
下
が
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
ア
パ
ー
ト

を
借
り
る
な
ら
今
が
借
り
時
と
も
言
え
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

w
w

w
.furum

oto.com
       

山
崎
里
香
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

　

シ
エ
ナ
大
学
研
究
所
と
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
ト
が
実
施
し
た
世
論
調
査

で
、
年
収
10
万
ド
ル
以
上
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
44
％
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

過
去
４
か
月
に
市
外
へ
の
転
居

を
検
討
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

調
査
は
７
月
13
日
か
ら
８
月

３
日
に
年
収
10
万
ド
ル
以
上
の

成
人
７
８
２
人
を
対
象
に
実

施
。
世
代
別
で
は
18
歳
〜
44
歳

が
最
も
多
く
、
49
％
が
市
外
へ

の
引
っ
越
し
を
検
討
、
37
％
が

今
後
２
年
間
は
都
市
部
に
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
と
回
答
し

た
。
転
居
の
理
由
と
し
て
、
69

％
が
生
活
費
の
高
さ
、
犯
罪
の

多
さ
︵
47
％
︶、
郊
外
型
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
移
行
︵
46

％
︶、
都
市
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
︵
34
％
︶、

在
宅
勤
務
︵
30
％
︶
と
回
答
し

た
。
ま
た
、
回
答
者
の
う
ち
の

65
％
が
、
今
後
は
在
宅
勤
務
が

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
な
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
ト
の
マ
イ
ケ
ル
・
ヘ

ン
ド
リ
ッ
ク
氏
は
﹁
所
得
10
万

ド
ル
以
上
の
人
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
所
得
税
収
入
の
80
％
を
占

め
る
て
い
る
た
め
、
市
の
税
基

盤
を
不
安
定
に
さ
せ
る
﹂
と
述

べ
た
。
彼
ら
か
ら
の
所
得
税
収

入
は
市
全
体
の
税
収
の
22
％
を

占
め
て
い
る
と
い
う
。

今が借りどきのマンハッタン

４
割
が
市
外
へ
転
居
検
討

年
収
10
万
ド
ル
以
上
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

   暖炉の炎の揺らめきが心まで暖かくしてくれる。ヒーター
として使えるのはもちろん、熱の発散を抑えて、炎の光だけ
を楽しむこともできる。本物の暖炉だと、マキをくべたり、
煙突を掃除したり、一酸化炭素中毒にも注意しなくてはなら
ないが、これだと無害で、暖かさと雰囲気を味わえる。外気
への煙突もいらない。インテリアとしても素敵だ。

Abigail 60in  Media Console Infrared Electric Fireplace in 
Gray Aged Oak Finish
$ 346.86 　　　www.homedepot.com

心も温まる暖炉型電気ヒーター

http://www.furumoto.com
http://www.furumoto.com
http://www.furumoto.com
http://www.homedepot.com
mailto:commercial@redacinc.com
http://kiku-ny.com
mailto:info@tsutech.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://brooklyntime.net
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世
間
で
は
﹁
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
、
い
や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
﹂
と

言
わ
れ
て
も
う
久
し
い
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
の
後
に
は
ま
た
新

し
い
ウ
ィ
ル
ス
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
は
歴
史
の
事
実
で
あ

り
、
人
間
は
コ
ロ
ナ
で
な
く
て

も
ウ
イ
ル
ス
と
は
﹁
共
存
共
栄
﹂

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　

例
え
が
正
し
く
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
は
長
生
き

す
る
程
に
身
体
に
ガ
タ
が
来

る
。
こ
れ
も
事
実
。
認
知
症
の

発
症
率
は
、
75
歳
以
上
が
約
７

人
に
１
人
、
85
歳
以
上
は
約
２

人
に
１
人
、
95
歳
以
上
は
１
・

５
人
に
１
人
と
い
い
ま
す
。︵
国

立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
２
０
１
２

年
︶
認
知
症
に
な
っ
て
も
元
気

な
人
は
多
い
で
す
が
、
同
時
に

要
介
護
者
も
同
様
に
増
え
ま
す

の
で
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
る
２
０
２
５
年
以
降
は

も
う
電
車
の
両
隣
の
人
が
支
援

の
必
要
な
可
能
性
が
非
常
に
高

団
塊
世
代
の
認
知
症
増
加
へ

い
﹁
ウ
ィ
ズ
介
護
・
ウ
ィ
ズ
認

知
症
﹂
の
時
代
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

テ
レ
ビ
で
は
﹁
介
護
予
防
﹂

や
﹁
認
知
症
に
な
ら
な
い
脳
ト

レ
﹂
な
ん
て
声
高
に
特
集
を
組

ん
で
い
ま
す
が
、
一
番
の
予
防

は
そ
う
で
な
い
我
々
が
そ
れ
を

受
容
出
来
る
﹁
環
境
を
創
る
こ

と
﹂
が
予
防
の
最
前
線
の
対
策

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
こ
の
﹁
環
境
を
創
る
﹂
が

な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
露
呈
し
た
﹁
日
本
特
有
﹂

の
文
化
や
慣
習
を
一
朝
一
夕
で

は
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

特
に
強
く
感
じ
た
の
が
、
日

本
は
﹁
同
質
化
へ
の
順
応
性
﹂

が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
。

悪
く
言
え
ば
﹁
同
調
圧
力
に
よ

る
排
除
行
為
﹂
が
他
国
に
比
べ

て
も
群
を
抜
い
て
高
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
全
員
一
丸

と
な
っ
て
ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向

か
う
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
そ

う
で
な
い
も
の
を
排
除
す
る
権

利
、そ
れ
を
正
義
と
解
釈
し
て
、

他
人
を
非
難
す
る
、
陰
口
を
叩

く
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
は
子
供
の
頃
か
ら
の
教

育
で
も
、
第
一
に
﹁
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
﹂
と

躾
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。﹁
迷

惑
を
か
け
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら

死
ん
だ
ほ
う
が
マ
シ
﹂
と
ま
で

も
。
し
か
し
、﹁
介
護
を
受
け

る
﹂
と
い
う
こ
と
は
﹁
迷
惑
を

か
け
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。﹁
自
立
し
て
い
な
い
﹂

＝
﹁
他
人
の
手
を
煩
わ
す
﹂
＝

﹁
悪
﹂
と
い
う
風
潮
す
ら
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
遠
因
と
し
て﹁
介

護
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
﹂
と
い
う
も
の
に

連
鎖
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
し
て
も
受
容
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、﹁
環
境
を
変
え
る
﹂﹁
自

分
が
変
わ
る
﹂。
そ
う
い
う
文

化
や
慣
習
の
ス
イ
ッ
チ
の
切
り

替
え
も
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

不
運
に
も
今
年
か
ら
来
年
に

か
け
て
席
巻
し
て
い
る
コ
ロ

ナ
禍
は
、
来
た
る
我
々
日
本

の
団
塊
の
世
代
が
急
増
す
る

２
０
２
５
年
以
降
の
﹁
準
備
期

間
﹂
の
警
鐘
︵
ア
ラ
ー
ト
︶
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

気
づ
い
て
次
の
行
動
を
起
こ
す

か
、
嵐
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ

だ
け
か
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る

か
は
、
あ
な
た
次
第
で
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp
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ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
、結
構
、

政
治
の
話
を
耳
に
す
る
。
わ
た

し
の
ア
メ
リ
カ
の
友
人
も
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
話
も
す
れ
ば
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
対
す
る
小

話
な
ど
も
教
え
て
く
れ
た
り
す

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
﹁
う
ち
の

子
は
、
ぜ
っ
た
い
ア
メ
リ
カ
大

統
領
に
な
る
﹂
な
ど
と
い
う
話

を
普
通
の
人
が
普
通
に
言
う
。

一
方
、
日
本
で
は
ど
う
か
。
政

治
の
話
は
ほ
と
ん
ど
タ
ブ
ー
。

﹁
我
が
子
は
い
つ
か
総
理
大
臣

に
な
る
﹂
な
ど
と
言
う
と
、
お

そ
ら
く
多
く
の
人
に
無
視
さ
れ

る
。
ま
た
選
挙
に
も
半
分
の
人

が
行
か
な
い
。

　

ふ
と
思
っ
た
。﹁
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
？
﹂
い
い
は
ず

が
な
い
。
で
は
他
の
国
は
ど
う

か
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
イ
ン
ド

で
も
結
構
、
大
統
領
や
政
治
の

話
で
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
ん
な

話
を
す
る
と
﹁
日
本
は
別
に
政

治
に
興
味
を
持
た
な
く
て
も
自

分
の
生
活
に
支
障
な
い
か
ら
﹂

と
言
う
人
が
ほ
と
ん
ど
。
本
当

だ
ろ
う
か
。
消
費
税
に
し
ろ
契

約
に
し
ろ
、
法
律
は
身
の
回
り

に
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
ら
と

政
治
、
政
策
と
結
び
つ
い
て
い

る
。

　

そ
し
て
気
づ
い
た
。
国
民
主

権
な
の
に
主
権
者
意
識
も
無
け

れ
ば
、
主
権
者
教
育
も
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
。
こ
れ
で
い
い

は
ず
が
な
い
。﹁
政
治
に
無
関

心
で
い
れ
て
も
無
関
係
で
い
ら

れ
な
い
﹂。
わ
た
し
は
そ
ん
な

こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
っ
た
。

そ
し
て
新
し
い
夢
が
で
き
た
。

政
治
家
を
か
っ
こ
い
い
も
の
に

し
た
い
。
か
っ
こ
い
い
政
治
家

を
つ
く
り
た
い
。
何
よ
り
楽
し

く
政
治
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
仕
掛
け
を
つ
く
り
た
い
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
政
治
に
興
味
を
﹂

　

在
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
大

使
館
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
状
況
を
踏
ま
え
、
領
事
出
張

サ
ー
ビ
ス
の
本
年
中
の
実
施
を

見
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
来

年
の
実
施
も
未
定
。
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
各
地
に
お
け

る
感
染
状
況
は
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
引

き
続
き
一
定
の
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
の
日
本
大
使
館
出
張
サ
ー
ビ
ス
中
止

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ
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映
画
の
撮
影
監
督
、
清
川 

耕
史
さ
ん
︵
49
︶
が
撮
影
し
た

映

画
﹁T

he G
arden Left 

B
ehind

﹂
が
、
現
在
ア
メ
リ

カ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｘ

Ｓ
Ｗ
な
ど
で
賞
を
取
っ
て
い
る

注
目
作
品
だ
。
清
川
さ
ん
は
日

本
で
数
々
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
な
ど
を

手
が
け
た
後
、
２
０
１
３
年
に

当
時
５
歳
と
１
歳
の
娘
と
妻
を

伴
っ
て
来
米
、
以
来
さ
ま
ざ
ま

な
映
画
に
撮
影
監
督
と
し
て
参

加
し
、
現
在
は
、
日
本
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

３
拠
点
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

来
米
当
初
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が

い
て
も
仕
事
を
思
う
よ
う
に
と

れ
ず
、
日
本
で
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
の
経
験
は
豊
富
だ
が
映
画
ド

ラ
マ
の
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
こ
と
や
、
日
本
か
ら
海
外
ロ

ケ
に
は
何
度
も
来
て
い
て
も
、

い
ざ
こ
ち
ら
に
住
ん
で
仕
事
と

な
る
と
、
米
国
の
仕
事
の
進
め

方
な
ど
に
戸
惑
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
学
生
映

画
へ
の
参
画
か
ら
始
め
た
。

　

今
回
の
映
画
は
ビ
ザ
が
な
く

不
法
滞
在
を
し
て
い
る
メ
キ
シ

コ
移
民
の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
話
。
役
者
経
験
の
な
い
本

当
の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が

主
演
で
、
監
督
は
ブ
ラ
ジ
ル

人
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
ト
ル

コ
人
、
撮
影
部
は
日
本
人
、
ロ

シ
ア
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
フ
ラ

ン
ス
人
、
カ
メ
ラ
後
ろ
も
移
民

多
数
。﹁
国
際
混
成
チ
ー
ム
で
、

撮
影
が
終
わ
れ
ば
解
散
。
国
境

の
な
い
感
じ
が
自
分
に
合
っ
て

い
る
か
な
。
ど
ん
な
仕
事
で
も

観
客
の
視
線
で
撮
影
す
る
こ
と

が
一
貫
し
た
自
分
の
ス
タ
イ
ル

な
ん
で
す
﹂
と
い
う
。

　

日
本
大
学
芸
術
学
部
映
画
学

科
を
卒
業
後
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

で
撮
影
助
手
の
キ
ャ
リ
ア
を
始

め
た
。
帰
国
後
、
Ｃ
Ｘ
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
﹁
ザ
・
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
﹂ 

で
カ
メ
ラ
マ

ン
デ
ビ
ュ
ー
。
多
く
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｍ
に
携
わ

っ
た
の
ち
、
ど
う
し
て
も
映
画

の
撮
影
を
し
た
く
て
２
０
１
３

年
に
拠
点
を
Ｎ
Ｙ
に
移
し
た
。

日
本
で
は
大
手
企
業
の
Ｃ
Ｍ
や

大
物
歌
手
た
ち
の
ビ
デ
オ
撮
影

を
こ
な
し
、
仕
事
に
も
経
済
的

に
も
何
不
自
由
な
い
。
だ
が
大

学
を
卒
業
後
、
カ
ナ
ダ
か
ら
帰

国
後
、
稼
げ
る
仕
事
を
選
ん
だ

自
分
と
、
あ
る
べ
き
自
分
が
追

い
求
め
る
姿
と
の
乖
離
の
溝
を

埋
め
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し

て
き
た
。

　

撮
影
の
技
術
と
感
性
と
日
本

で
の
経
歴
は
申
し
分
な
い
。
そ

の
自
分
が
ど
こ
ま
で
実
力
だ
け

で
海
外
で
通
用
す
る
の
か
。
７

年
目
の
答
え
が
出
よ
う
と
し
て

い
る
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

観
客
の
視
線
で
撮
影
す
る

撮
影
監
督

清
川 

耕
史
さ
ん

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.startsnewyork.com
https://www.suhakobi.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
ロ
マ
ン
を

感
じ
る
人
は
多
い
。
駱
駝
を
連

れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
東
西
か

ら
売
れ
そ
う
な
も
の
を
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
合
っ
て
利
益
を
手
に

し
、
危
険
も
あ
っ
た
砂
漠
の
旅

で
疲
れ
た
体
を
商
隊
宿
で
休
ま

せ
、
チ
ャ
イ
ハ
ナ
︵
お
茶
を
飲

む
場
所
︶
で
情
報
交
換
を
し
た

頃
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
は
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
交
易
の
中
心
地
で
一
時

人
口
は
世
界
最
大
だ
っ
た
が
、

１
９
９
１
年
ソ
連
崩
壊
に
よ
り

独
立
し
た
現
在
は
青
い
タ
イ
ル

が
美
し
い
静
か
な
古
都
。
モ
ス

ク
や
神
学
校
に
散
り
ば
め
ら
れ

た
幾
何
学
模
様
の
下
に
土
産
物

屋
が
並
ん
で
い
る
。
﹁
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ー
ン
は
破
壊
し
て
、
テ

ィ
ム
ー
ル
は
建
設
し
た
﹂
と
言

わ
れ
て
い
る
通
り
、
サ
マ
ル
カ

ン
ド
は
１
２
２
０
年
に
チ
ン
ギ

ス
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
、
１
５
０
年
後
に

地
元
出
身
の
テ
ィ
ム
ー
ル
が
繁

栄
を
も
た
ら
し
た
。
テ
ィ
ム
ー

ル
の
棺
が
あ
る
グ
ー
リ
・
ア
ミ

ー
ル
廟
は
イ
ン
ド
の
タ
ー
ジ
・

マ
ハ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
ム
ガ

ー
ル
建
築
の
礎
と
な
っ
た
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
口
の

95
％
以
上
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ

が
、
道
端
で
膝
ま
ず
き
祈
る
人

や
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
着
け
て
い
る
女

性
は
見
か
け
な
い
。
酒
や
豚
肉

も
解
禁
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
町

な
ら
ば
日
に
何
度
も
聞
こ
え
て

く
る
ア
ザ
ー
ン
︵
礼
拝
の
呼
び

か
け
︶
が
聞
こ
え
な
い
。
苦
情

が
多
く
て
音
を
小
さ
く
し
て
い

る
そ
う
。言
語
は
ウ
ズ
ベ
ク
語
、

タ
ジ
ク
語
、
テ
ュ
ル
ク
語
、
ペ

ル
シ
ャ
語
、
ロ
シ
ア
語
で
、
私

に
は
地
元
の
人
々
の
会
話
が
何

一
つ
解
ら
ず
、
標
識
や
店
の
看

板
が
全
て
お
洒
落
な
模
様
に
し

か
見
え
な
か
っ
た
。
滞
在
し
た

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
ナ
ー

は
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し

て
い
た
が
、
半
年
前
に
弟
と
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
に
打
っ
て
出
た
。

﹁
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の

平
均
月
収
は
１
０
０
ド
ル
か
ら

２
０
０
ド
ル
、
医
者
で
３
０
０

ド
ル
で
す
﹂
と
、
オ
ー
ナ
ー
は

携
帯
の
翻
訳
機
能
を
使
っ
て
話

し
た
︵
２
０
１
９
年
の
個
人
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
２
４
５
９
ド
ル
、
前
年

よ
り
約
５
０
０
ド
ル
上
昇
︶。

　

イ
ス
ラ
ム
圏
の
公
衆
浴
場
ハ

マ
ム
︵
ト
ル
コ
式
風
呂
︶
は
庶

民
の
憩
い
の
場
。
大
理
石
の
床

暖
房
で
室
内
は
暖
か
く
、
お
湯

を
洗
面
器
に
汲
ん
で
使
用
す

る
。
日
本
の
銭
湯
か
ら
浴
槽
と

鏡
を
除
い
て
、
数
カ
所
の
お
湯

汲
み
場
を
共
用
す
る
感
じ
だ
。

別
料
金
を
払
う
と
中
央
に
あ
る

暖
か
い
大
理
石
の
台
の
上
で
身

体
を
洗
っ
て
く
れ
る
。
入
浴
料

約
１
ド
ル
、
身
体
洗
い
約
４
ド

ル
。
市
民
の
生
活
が
伺
え
る
場

所
は
楽
し
い
。
バ
ザ
ー
ル
に
も

毎
日
の
よ
う
に
通
っ
た
。
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
メ
ロ
ン
は
す
ご

い
と
何
処
か
で
読
ん
だ
の
を
思

い
出
し
、
約
３
ド
ル
で
ず
っ
し

り
と
重
い
メ
ロ
ン
を
買
い
、
宿

で
切
っ
て
も
ら
っ
た
。
芳
醇
な

メ
ロ
ン
だ
っ
た
。

　

ビ
ー
ビ
ー
・
ハ
ヌ
ム
・
モ
ス

ク
を
見
な
が
ら
、
大
学
で
英
語

を
教
え
る
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
の

デ
ィ
ル
ノ
ザ
さ
ん
は
解
説
し

た
。﹁
ハ
ヌ
ム
は
夫
人
、
ビ
ー

ビ
ー
は
尊
敬
す
る
と
い
う
意
味

で
す
。
英
雄
テ
ィ
ム
ー
ル
の
第

１
夫
人
で
、
夫
人
の
中
で
一
番

年
上
で
し
た
。
子
供
は
産
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
子
供
た

ち
の
教
育
係
で
あ
り
、
テ
ィ
ム

ー
ル
に
最
も
愛
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
モ
ス
ク
の
建
設
中
、
遠
征

に
出
か
け
た
テ
ィ
ム
ー
ル
に
留

守
中
の
モ
ス
ク
建
設
の
指
揮
を

任
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ビ
ー
ビ
ー
・
ハ
ヌ
ム
の
虜
に
な

っ
た
建
築
家
が
頬
に
キ
ス
さ
せ

て
く
れ
な
い
と
工
事
を
す
す
め

な
い
と
言
い
ま
し
た
。
テ
ィ
ム

ー
ル
が
戻
る
前
に
完
成
さ
せ
た

い
ビ
ー
ビ
ー
・
ハ
ヌ
ム
は
、
卵

２
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
色
を
塗
り
、

外
見
は
違
っ
て
も
中
身
は
同
じ

と
建
築
家
を
諭
し
ま
し
た
。
す

る
と
建
築
家
は
２
つ
の
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
を
用
意
し
て
、
１
つ
に

は
ワ
イ
ン
色
の
つ
い
た
水
を
、

も
う
１
つ
に
は
ワ
イ
ン
を
入
れ

て
、
１
つ
は
何
も
感
じ
さ
せ
な

い
が
、
も
う
一
つ
は
私
を
酔
わ

せ
る
﹂。
こ
の
話
し
に
は
別
バ

ー
ジ
ョ
ン
も
あ
る
。
建
築
家
が

頬
の
キ
ス
を
お
ね
だ
り
す
る
ま

で
は
同
じ
だ
が
、
こ
ち
ら
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
は
ビ
ー
ビ
ー
・
ハ

ヌ
ム
が
工
事
を
進
め
る
た
め
に

キ
ス
を
許
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の

キ
ス
マ
ー
ク
が
痣
に
な
っ
て
し

ま
い
、
帰
還
し
た
テ
ィ
ム
ー
ル

が
そ
れ
に
気
づ
い
て
彼
女
を
モ

ス
ク
の
塔
か
ら
突
き
落
と
し
て

し
ま
う
と
い
う
も
の
。

　

夕
暮
れ
時
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
、
ま
ば
ら
な
通
行
人
。
シ
ャ

シ
ュ
リ
ー
ク
︵
串
焼
き
肉
︶
と

サ
ラ
ダ
の
夕
食
に
行
く
途
中
だ

っ
た
。
閉
店
後
の
パ
ン
屋
さ
ん

の
店
先
に
ナ
ン
と
言
う
、
直
径

約
25
セ
ン
チ
の
円
盤
型
パ
ン
が

袋
に
入
っ
て
何
個
か
置
い
て
あ

っ
た
。﹁
ど
う
ぞ
お
持
ち
く
だ

さ
い
﹂
と
い
う
事
ら
し
い
。
雑

貨
店
の
小
さ
な
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
て
バ
ナ
ナ
が
並
ん
で
い

た
。
一
房
買
う
と
小
さ
な
子
供

を
抱
え
た
美
し
い
顔
の
若
い
母

親
は
、
お
金
を
握
っ
た
手
を
胸

の
前
に
合
わ
せ
無
言
で
頭
を
何

度
も
ペ
コ
リ
と
下
げ
た
。
バ
ナ

ナ
１
本
が
ナ
ン
を
３
個
買
え
る

値
段
。
バ
ナ
ナ
は
嗜
好
品
な
の

だ
ろ
う
か
。
日
本
で
も
平
均
月

収
が
１
万
円
だ
っ
た
昭
和
30

年
、
バ
ナ
ナ
一
房
２
５
０
円
だ

っ
た
と
か
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

戻
る
と
、
門
前
の
地
面
に
女
性

と
小
さ
な
娘
が
座
り
、
袋
に
手

を
入
れ
て
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の

よ
う
な
物
を
２
人
で
静
か
に
た

べ
て
い
た
。
側
に
は
初
老
の
男

性
も
立
っ
て
い
る
。
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
も
ジ
プ
シ
ー
に
食
べ
物

を
無
料
提
供
し
て
い
る
の
だ
。

　

帰
国
前
日
ア
フ
ラ
シ
ャ
ブ
遺

跡
に
行
っ
た
。
考
古
学
上
は
価

値
が
あ
る
け
ど
、
私
に
と
っ
て

は
デ
コ
ボ
コ
し
た
広
い
空
き

地
。
そ
こ
に
立
っ
て
悠
久
の
歴

史
に
思
い
を
馳
せ
た
。
ソ
連
時

代
の
置
き
土
産
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
道
路
に
飾
り
、
神
学

校
の
外
壁
に
イ
ス
ラ
ム
教
で
は

御
法
度
の
人
の
顔
を
モ
ザ
イ
ク

で
描
い
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

人
々
。
違
い
を
受
け
入
れ
る
宗

教
観
が
日
本
と
似
て
い
る
気
が

す
る
。
帰
国
後
デ
ィ
ル
ノ
ザ
さ

ん
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
銘
菓
ハ

ル
ヴ
ァ
を
送
っ
て
く
れ
た
。
届

く
ま
で
に
２
か
月
以
上
か
か
っ

た
。
現
在
で
も
砂
漠
の
時
間
は

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
の
だ

っ
た
。

                  

︵
山
本
真
由
美
︶

中
央
ア
ジ
ア
の
青
い
古
都

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
サ
マ
ル
カ
ン
ド

 第 374 回

　

９
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
、

﹁
国
際
平
和
博
物
館
会
議
︵10th 

International Conference 
of M

useum
s for Peace

︶﹂

が
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
は
世
界
に
約
３
０
０
あ

る
平
和
博
物
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
進
め
る
た
め
に
１
９
９
２

年
に
結
成
さ
れ
た
﹁
平
和
の
た

め
の
博
物
館
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク
﹂︵T

he International 
N

etw
ork of M

useum
s for 

Peace

；IN
M

P

︶
の
主
催
で
、

ほ
ぼ
３
年
に
１
回
、
各
国
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
お
り
、
日
本

で
は
１
９
９
８
年
︵
大
阪
・
京

都
︶
及
び
２
０
０
８
年
︵
京
都
・

広
島
︶
に
次
い
で
３
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
京
都
・

広
島
両
市
で
行
わ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
を
受
け
、
残
念
な
が

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
﹁
次
世

代
へ
の
記
憶
の
継
承
と
平
和

の
た
め
の
博
物
館
の
役
割

︵T
he R

ole of M
useum

s 
for Peace in C

onveying 

M
e

m
o

rie
s

 fo
r th

e 
G

enerations to Com
e

︶﹂
で
、

組
織
委
員
会
の
委
員
長
は
吾
郷

眞
一
・
立
命
館
大
学
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
、
同
事
務

局
長
は
安
斎
育
郎
・
同
名
誉
館

長
が
担
当
し
ま
し
た
。
広
島
市
、

立
命
館
大
学
、
京
都
芸
術
大
学
、

京
都
精
華
大
学
、
池
坊
短
期
大

学
の
共
催
と
な
っ
て
お
り
、
立

命
館
大
学
は
﹁
館
長
・
学
芸

員
﹂﹁
若
者
﹂﹁
広
島
﹂﹁
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
人
権
﹂
の
４
つ
の
テ

ー
マ
の
ウ
ェ
ブ
上
で
の
特
別
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企

画
し
、﹁
館
長
・
学
芸
員
﹂
で

は
平
和
博
物
館
の
役
割
、﹁
若

者
﹂
で
は
平
和
博
物
館
へ
の
期

待
な
ど
を
議
論
、﹁
広
島
﹂
で

は
、
秋
葉
忠
利
・
前
広
島
市
長
、

﹁
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
権
﹂
で
は

女
性
国
際
戦
犯
法
廷
で
裁
判
官

を
つ
と
め
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
・
チ
ン
キ
ン
博
士
が
発
表
し

ま
し
た
。
京
都
芸
術
大
学
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で

学
生
が
和
太
鼓
を
演
奏
し
、
池

坊
短
期
大
学
は
華
道
池
坊
家
次

期
家
元
・
池
坊
専
好
氏
に
よ
る

い
け
ば
な
の
実
演
つ
き
の
記
念

講
演
、
京
都
精
華
大
学
は
京
都

国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

連
携
し
、
世
界
中
か
ら
応
募
す

る
﹁
マ
ン
ガ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・

ウ
ェ
ブ
展
﹂
を
企
画
し
ま
し
た
。

同
会
議
に
は
40
か
国
以
上
の
博

物
館
関
係
者
や
研
究
者
１
０
０

人
以
上
が
発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ

映
像
や
資
料
が
ウ
ェ
ブ
上
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
内
で
は
１
９
９
４

年
に
﹁
戦
争
の
惨
禍
を
人
々

に
伝
え
平
和
の
実
現
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
博
物
館

が
協
力
し
て
調
査
・
研
究
等
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
連

携
を
図
り
つ
つ
平
和
推
進
事
業

の
一
層
の
発
展
を
期
す
る
こ
と

を
目
的
﹂
と
し
て
、
日
本
平
和

博
物
館
会
議
が
結
成
さ
れ
、
毎

年
１
泊
２
日
の
協
議
会
と
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
埼
玉
県
平
和
資
料
館
、
神

奈
川
県
立
地
球
市
民
か
な
が
わ

プ
ラ
ザ
、
川
崎
市
平
和
館
、
立

命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
、
長
崎
原

爆
資
料
館
、
沖
縄
県
平
和
祈
念

資
料
館
、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念

資
料
館
、
対
馬
丸
記
念
館
の

10
館
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
１
９
９
８
年
に
個
人
ベ
ー

ス
の
民
間
団
体
と
し
て
﹁
平
和

の
た
め
の
博
物
館
・
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
︵T

he Japanese 
C

itizen
s' N

etw
ork

 of 
M

useum
s for Peace

︶﹂

が

結
成
さ
れ
、
年
２
回
日
英
両
文

の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行
し

て
い
ま
す
。︵
文
・
栗
原
祐
司
　

／
京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
︶

第10回国際

平和博物館会

mailto:meiseimotors@aol.com
http://op-ed.jp
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日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
募

美
術
展 

﹁
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ト

ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
！
︵Forw

ard 
T

ogether!

︶
﹂
の
バ
ー
チ
ャ

ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
17
日
開
か
れ
た
。 

　

ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
在
住
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
日
本
ク
ラ
ブ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
募

し
た
と
こ
ろ
54
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
15
作
品
が
入
選
し
た
。
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
17
日
か
ら
公

開
さ
れ
た
新
設
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
︵nippongallery.

nipponclub.org)

で
展
示
紹

隆
志
、
早
川
朋
子
、
河
原
康
佑
、

三
浦
良
一
、
西
彩
加
、
太
田
美

奈
子
、
齊
藤
輝
美
、
篠
塚
京
子
、 

松
井
多
賀
子
、
渡
部
智
美
、
渡

辺
啓
子
、
山
本
か
り
ん
、
横
田

川
弘
子
、
遊
真
あ
つ
こ
。
﹁
大

使
賞
﹂
受
賞
者
＝
早
川
朋
子
、

三
浦
良
一
、
西
彩
加
、
篠
塚
京

子
、
渡
辺
啓
子
、
山
本
か
り
ん
、 

横
田
川
弘
子
。
オ
ン
ラ
イ
ン
展

示
は
10
月
14
日
︵
水
︶
ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
山

野
内
勘
二
氏
大
使
の
話
﹁
個
性

的
ス
タ
イ
ル
で
、
素
材
、
画
材
、

技
法
を
駆
使
し
た
極
め
て
印
象

的
で
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々

だ
と
感
動
し
た
。﹃
ア
ー
ト
の

役
割
と
は
何
か
？
﹄
と
問
わ
れ

る
こ
と
も
多
い
昨
今
、
ま
さ
に

﹃
ア
ー
ト
の
力
﹄
を
証
明
し
、

見
る
人
に
希
望
と
智
慧
と
勇
気

を
与
え
る
作
品
が
集
ま
っ
た
と

思
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
作

品
発
表
の
新
し
い
形
が
、
革
新

的
な
表
現
を
生
み
、
未
来
の
ア

ー
ト
を
予
感
さ
せ
る
。
同
展
テ

ー
マ
﹃Forw

ardT
ogether!

﹄

を
実
感
し
た
﹂。

　

私
が
考
え
る
ア
ー
ト
作
品
の

評
価
軸
は
、
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
美
術
館
や
画

廊
で
私
た
ち
が
傑
出
し
た
ア
ー

ト
に
出
会
っ
た
時
の
感
想
の
内

実
で
す
し
、
コ
ン
ペ
で
、
こ
ん

な
方
が
い
た
の
か
、
と
い
う

作
品
に
出
会
え
た
喜
び
で
す
。

︵
１
︶
感
動
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が

あ
る
か
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と

は
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
し
て
他

者
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
、
と
い
う

姿
勢
。︵
２
︶
作
品
を
小
手
先

や
頭
で
描
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
作
品
が
全
身
を
通
し
た
身

体
性
を
伴
っ
て
い
る
か
。︵
３
︶

私
は
、
と
い
う
エ
ゴ
の
表
出
で

は
な
く
、﹁
私
達
は
﹂
こ
の
よ

う
な
世
界
に
生
き
て
い
る
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
、
こ

の
世
界
を
何
と
か
捉
え
よ
う
と

す
る
視
点
が
あ
る
か
。︵
４
︶

素
材
に
対
し
て
、
リ
ス
ペ
ク
ト

が
あ
る
か
。︵
５
︶
追
随
的
で

は
な
く
、
先
導
的
か
。︵
６
︶

意
外
性
は
あ
る
か
。︵
７
︶
プ

ロ
セ
ス
が
見
え
る
か
。
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
全
て
を
満
た

す
作
品
は
、
思
想
も
宗
教
も
時

代
も
超
え
て
普
遍
性
を
獲
得
す

る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
と
て
も

難
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
の
事
を
踏
ま
え
、
今
回
、

私
は
、
特
に
以
下
の
３
作
品
に

注
目
し
ま
し
た
。

＊
三
浦
良
一
さ
ん
の
﹁
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
街
の
雨
音
﹂。
三
浦
さ

ん
が
歩
き
、
知
り
ぬ
い
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
雨
の
日
の
実
感
が

溢
れ
て
い
ま
す
。
見
て
る
だ
け

で
全
身
が
濡
れ
て
き
ま
す
。
＊

篠
塚
京
子
さ
ん
の
﹁
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
の
四
季
﹂。
リ
ア
リ

テ
ィ
が
あ
っ
て
、
美
し
く
、
愛

情
が
あ
り
ま
す
。
夢
中
で
作
品

に
向
か
っ
た
感
動
が
私
た
ち
に

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
＊
河
原
康

佑
さ
ん
の
﹁
夢
中
ノ
頂
﹂。
新

し
い
造
形
言
語
を
模
索
し
な
が

ら
、
見
え
な
い
も
の
を
見
え
る

よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
熱
量
を

感
じ
、
良
い
作
家
が
出
て
き
た

と
感
じ
ま
し
た
。
見
事
で
す
。

　　

優
れ
た
ア
ー
ト
作
品
は
、
鑑

賞
者
に
勇
気
や
生
き
る
希
望
を

与
え
る
も
の
で
す
。
今
回
、
何

十
作
も
の
素
晴
ら
し
い
作
品
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

大
き
な
収
穫
で
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
主
導
の
オ
ン
ラ
イ
ン
時
代

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
て
到

来
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
で
表
現
で
き
る
新
し
い
ア

ー
ト
も
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
上

だ
け
の
バ
ー
チ
ャ
ル
と
化
す
危

険
性
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
デ

ジ
タ
ル
は
、
予
め
人
に
よ
っ
て

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
情
報
と
視

覚
、
聴
覚
に
特
化
し
た
片
寄
っ

た
技
術
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
デ

ジ
タ
ル
だ
け
で
は
人
は
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
で
表

わ
せ
な
い
こ
と
、
例
え
ば
、
素

材
感
、
生
の
実
感
、
五
感
の
体

験
、
試
行
錯
誤
の
痕
跡
、
ラ
イ

ブ
感
、
味
、
匂
い
、
暖
か
さ
な

ど
に
対
応
で
き
る
表
現
が
、
こ

れ
か
ら
の
人
間
社
会
に
は
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

こ
れ
ら
が
今
後
の
ア
ー
ト
作
品

の
大
き
な
流
れ
に
な
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
今
こ
の
時
代
、
こ
こ
に

生
き
て
い
る
と
い
う
証
を
刻
む

よ
う
な
作
品
を
制
作
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
入
選
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

﹁
生
の
実
感
を
表
現
﹂

千
住
博
氏
︵
京
都
芸
術
大
学
大
学
院
教
授/A

rtist

︶

選 

評

　

第
16
回
多
摩
美
術
大
学
校

友
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ク
ラ
ブ

展
﹁
ホ
ー
ム
・
ア
ウ
ェ
イ
・
フ

ロ
ム
・
ホ
ー
ム
︵
故
郷
を
離
れ

た
故
郷
︶﹂
が
25
日
︵
金
︶
か

ら
10
月
８
日
︵
木
︶
ま
で
、
天

理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
13
丁
目

43
Ａ
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

２
０
０
３
年
に
発
足
し
17
年
目

を
迎
え
る
同
ク
ラ
ブ
は
、
ト
ラ

イ
ス
テ
ー
ト
エ
リ
ア
在
住
者
を

中
心
に
日
本
か
ら
の
加
入
者
も

含
め
て
１
０
０
人
以
上
の
会
員

が
お
り
、
同
展
で
は
そ
の
う
ち

の
16
人
が
参
加
し
、
各
々
の
手

法
や
主
題
を
自
由
に
表
現
し
た

作
品
を
発
表
す
る
。
ま
た
、
同

メ
ン
バ
ー
で
日
本
画
的
な
技
法

を
用
い
た
﹁
小
倉
千
恵
個
展
﹂

と
Ｎ
Ｙ
近
郊
在
住
の
多
摩
美
出

身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

﹁
小
作
品
展
﹂
も
同
時
開
催
。                                              　

入
場
無
料
、
マ
ス
ク
着
用
、
要

事
前
予
約
。
予
約
は
Ｅ
メ
ー
ル

keicow
atan

abe@
gm

ail.
com

︵
渡
辺
さ
ん
︶
ま
で
。 

開
廊
時
間
は
月
〜
木
曜
が
正
午

か
ら
午
後
６
時
、
土
曜
は
午
後

３
時
ま
で
。
日
曜
休
廊
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
tam

abiny.com

を
参
照
。

多
摩
美
校
友
会
Ｎ
Ｙ
展

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
幕

介
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
前
田

事
務
所
長
が
公
募
展
の
趣
旨
と

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
説
明
を
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
の
山
野
内
勘
二
大

使
、
寺
本
禎
治
日
本
ク
ラ
ブ
副

会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
の
あ
と
入
選
15
作
品
が
紹

介
さ
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
リ
マ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
審
査

員
講
評
と
し
て
井
谷
善
惠
東
京

藝
術
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
と
小
野

山
弘
子
日
本
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ア
フ
ェ
ー
ア
ー
ズ
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
ス
ピ
ー
チ
し

た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と

し
て
マ
ン
デ
ー
満
ち
る
さ
ん
が

歌
を
披
露
し
た
。

　

入
選
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
次
の

通
り
。
カ
ー
テ
ィ
ス
翠
、
原
田

１
５
０
人
参
加

日本クラブ WEB 公募展
フォワード・トゥギャザー

バーチャル・オープニングレセプション

http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
https://www1.nyc.gov/site/hpd/services-and-information/housing-connect-rentals.page



